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ロ
ス
コ
ー
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は
じ
め
に

北
斗
法
は
平
安
時
代
中
頃
よ
り
天
変
消
除
並
び
に
息
災
延
命
を
願
い
、
自
身

の
本
命
星
を
供
梵
す
る
為
に
行
な
わ
れ
た
修
法
で
あ
る
。
こ
の
修
法
の
本
尊
で

あ
る
北
斗
曼
荼
羅
（
星
曼
荼
羅
）
は
、
金
輪
仏
頂
を
中
心
に
、
九
曜

(H・
月・

五
惑
星
・
羅
眠
・
計
都
）
・
北
斗
七
星
•
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
実
連
の
『
玄
秘
抄
』
巻
四
「
北
斗
法
」

に
曼
荼
羅
を
載
せ
、

三
院
分
諸
星
。
並
内
院
四
隅
安
十
一
一
宮
。
事
等
。
依
香
隆
寺
伝
。
即
天
暦

年
中
。
於
内
裏
被
勤
行
曼
荼
羅
大
略
如
此
。
但
一
―
十
八
宿
次
第
依
孔
雀
経

図
之
。

と
、
香
隆
寺
の
伝
に
依
り
天
暦
年
中
（
九
四
七
＼
九
五
七
）
に
内
裏
で
厳
修

し
た
と
あ
る
。
ま
た
頼
堆
の
『
秘
紗
問
答
』
に

凡
常
途
星
曼
荼
羅
者
。
香
隆
寺
僧
正
図
之
給
敷
。
於
円
曼
荼
羅
者
。
天
台

慶
円
座
主
。
以
今
案
被
図
之
。

宇

代

/

-

文

寛空様曼荼羅図1
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と
し
て
、
こ
の
曼
荼
羅
が
香
隆
寺
僧
正
寛
空
（
八
八
四

i
九
七
二
）
考
案

の
曼
荼
羅
（
以
下
、
寛
空
様
曼
荼
羅
）
（
図
1
)
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

寛
空
様
曼
荼
羅
は
三
重
の
方
形
で
区
画
さ
れ
、
一
字
金
輪
の
種
字
ボ
ロ
ン
を
中

心
に
第

一
院
に
北
斗
七
星
や
土
曜
、
十
二
宮
、
第
二
院
に
土
曜
を
除
く
八
曜
、

(3
)
 

第
三
院
は
二
十
八
宿
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
北
斗
曼
荼
羅
が
成
立
し

た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
形
式
の
曼
荼
羅
は
先
の
図
像
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
図

(4
)
 

像
以
外
で
中
世
以
前
の
遺
品
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
先
の
『
秘
紗
問
答
』
の
「
円
曼
荼
羅
」
は
、
『
覚
禅
紗
』
巻
一

O
-
「北

斗
法
」
に
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

証
師
記
云
。
金
剛
寿
院
法
眼
被
云
々
。
北
斗
丸
曼
荼
羅
。
台
山
慶
円
座
主
[
世

号
三
昧
座
主
]
廻
案
図
絵
也
。
和
尚
図
絵
之
。
当
初
懸
尊
像
於
壇
上
。
排

備
供
具
。
即
立
誓
云
。
若
叶
星
宿
之
明
鑑
者
。
須
流
布
。
謬
尊
位
者
。
可

棄
毀
云
々
。
和
尚
非
夢
非
幻
。
正
衣
冠
之
数
輩
来
集
壇
上
。
競
食
供
養
物
。

(5
)
 

則
感
歎
之
云
々
。
其
後
披
露
天
下
。
自
他
宗
図
絵
云
々

こ
の
記
事
は
信
証
が
金
剛
寿
院
法
眼
か
ら
伝
え
聞
い
た
説
と
さ
れ
、
天
台
座

主
慶
円
（
九
四
四
？
＼
一
〇

一
九
）
が
円
形
式
北
斗
曼
荼
羅
（
以
下
、
円
曼
荼

羅
）
を
創
案
し
た
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
曼
荼
羅
の
代
表
的
作
例
で
は
、

平
安
末
期
に
遡
る
法
隆
寺
の
甲
本
(
+
二
世
紀
）
（
図
2
)
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
斗
曼
荼
羅
は
図
像
形
式
か
ら
大
き
く
方
形
式
と
円
形
式
に
分

類
さ
れ
、
前
者
は
寛
空
が
考
案
し
た
こ
と
か
ら
東
密
で
、
後
者
は
慶
円
が
創
案

し
た
こ
と
か
ら
台
密
に
お
い
て
重
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

12世紀

た
だ
、
北
斗
曼
荼
羅
に
は
図
像
の
典
拠
と
な
る
経
典
•
俵
軌
は
無
く
、
類
似

の
作
例
が
大
陸
や
半
島
に
現
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
独
自
に
成

(6
)
 

立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

俄
軌
・
事
相
書
の
伝
承
に
依
っ
た
記
述
を
根
拠
と
す
る
一
方
で
、
具
体
的
に
成

立

・
展
開
の
問
題
や
、
画
像
の
構
成
法
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
諸
先
学
の
説
を
再
検
討
し
た
う
え
で
、
円
曼
荼
羅
の
図
像

-92-

奈良・法隆寺甲本

構
成
と
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

北斗曼荼羅

北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
に
関
す
る
問
題

図2

ま
ず
武
田
和
昭
氏
は
先
に
挙
げ
た
資
料
の
記
述
に
基
づ
き
、
方
曼
荼
羅
は
円

曼
荼
羅
よ
り
も
先
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
熾
盛
光
法
の
本
尊
で

あ
る
熾
盛
光
曼
荼
羅

（図
3
)
が
、
種
字
ボ
ロ
ン
を
中
心
に
星
宿
に
よ
っ
て
構



0 ）` 

）` 
熾盛光曼荼羅図3

ぃ

成
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
一
六
九
所
収
の
平
等
房
永
厳

(
1
0
七
五

1
-
―
れ
一
）
が
考
案
し
た
七
十
天
図
や
『
行
林
』
第
七
十
一
「
北

斗
法
」
所
掲
の
静
然
作
図
に
よ
る
北
斗
曼
荼
羅
に
触
れ
、
『
行
林
』
の
北
斗
曼

荼
羅
か
ら
星
宿
だ
け
を
抽
出
す
る
と
寛
空
様
曼
荼
羅
に
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
熾
盛
光
曼
荼
羅
を
基
に
七
十
天
図
、
さ
ら
に
静
然
の
北
斗
曼
荼

羅
を
経
て
党
空
様
曼
荼
羅
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
台
密
で
は
東
密

の
北
斗
法
に
影
欝
を
受
け
、
自
宗
の
熾
盛
光
曼
荼
羅
を
参
考
に
し
て
慶
円
が
円

受
荼
羅
を
考
案
し
た
と
解
釈
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
林
温
氏
は
、
七
十
犬
図
を
作
図
し
た
永
厳
が
中
見
空
か
ら
れ

代
も
法
系
に
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
し
て
、
む
し
ろ
｛
克
心
盈
碑
使
荼
羅
を

参
考
に
永
厳
の
七
|
犬
図
が
考
案
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま

た
寛
布
と
同
時
代
に
し
て
阿
じ
法
流
に
あ
た
る
石
山
内
供
淳
祐
（
八

J
L
O
I

の
「
北
斗
道
場
観
」
を
基
に
使
荼
羅
を
考
案
し

九
五
三
）

の
『
要
尊
道
場
観
』

た
lll能
性
を
一
小
唆
し
た
う
え
で
、
寛
空
と
浮
祐
の
共
通
の
師
で
あ
る
醍
醐
か
の

観
賢
（
八
五
四
＼
九
二
五
）
が
関
わ
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
た
。

松
原
智
美
氏
は
、
『
行
林
』

の
北
斗
曼
荼
羅
で
参
考
に
さ
れ
た
七
|
天
図
を

考
案
し
た
平
等
房
に
つ
い
て
、
永
厳
で
は
な
く
平
等
房
座
主
延
昌
（
八
八
O

I

九
六
四
）
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
台
密
の
七
十
天
図
か
ら
東
密
の
寛

空
様
晏
荼
羅
へ
の
展
開
は
困
難
で
あ
る
と
断
じ
た
う
え
で
、
林
氏
の
見
解
に
し

た
が
い
、
淳
祐
の
『
要
帷
法
』
の
中
の
『
北
斗
七
星
設
庶
秘
要
儀
軌
』
に
依
拠

し
た
「
北
斗
道
場
観
」
を
基
に
、
東
密
に
お
い
て
は
寛
空
が
北
斗
曼
荼
羅
を
考

案
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
一
方
、
円
曼
荼
羅
は
武
田
氏
に
よ
る
熾
盛
光
曼
荼
羅

か
ら
七
卜
天
図
が
展
開
し
た
と
す
る
説
を
根
拠
に
、
『
行
林
』
の
「
如
観
七
十

天
法
」
の
諸
榊
観
想
法
に
基
づ
い
て
図
絵
し
た
も
の
が
円
曼
荼
羅
で
あ
る
と
推

-93-

測
さ
れ
た
。
さ
ら
に
十
世
紀
後
半
に
は
台
密
で
北
斗
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
注
目
し
、
天
台
に
お
け
る
北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
が
慶
円
の
頃
を
遡
る
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
『
行
林
』
第
七
十
一
の
裏
書
に
消
涼
房
玄
照
（
八
四
四

＼
九
一
七
）
が
北
斗
七
星
供
養
護
摩
に
つ
い
て
撰
し
た
私
記
「
消
涼
房
北
斗
護

摩
私
記
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
台
密
に
お
け
る
北
斗
法
が
恐
ら
く
十
枇
紀

初
め
を
遡
る
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
円
曼
荼
羅
を
考
案
し
た
の
が
慶
円
と
い

う
よ
り
も
、
十
二
但
紀
前
半
に
流
布
し
て
い
た
円
使
荼
羅
が
慶
円
考
案
の
図
様



を
伝
え
る
も
の
で
、
円
曼
荼
羅
の
成
立
時
期
や
背
景
は
別
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た。
一
方
、
松
浦
清
氏
は
円
曼
荼
羅
に
つ
い
て
、
先
の
熾
盛
光
曼
荼
羅
や
七
十
天

図
か
ら
展
開
し
た
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
説
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
熾
盛
光
曼
荼
羅
が
一
字
金
輪
や
星
宿
の
他
に
、
十
六
天
や
護
方
八
天
、

四
大
明
王
な
ど
の
仏
教
的
尊
格
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
構
成
原
理
が
異

な
る
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
関
係
が
別
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

さ
ら
に
円
曼
荼
羅
の
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
と
方
位
の
関
係
か
ら
、
古
天
文
学
や

宿
曜
師
が
作
成
す
る
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
図
か
ら
展
開
し
た
曼
荼
羅
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
法
隆
寺
甲
本
の
構
成
に
注
目
し
、

H
•

月
の
関
係
や
、

二
十
八
宿
の
心
宿
の
位
附
に
月
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
こ
の

曼
荼
羅
が
一
―

1
0
0
年
頃
の
心
月
（
旧
暦
の
四
月
）
の
十
五

H
を
表
現
す
る
、

釈
迦
の
誕
生
日
を
視
覚
化
し
た
星
宿
図
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
他
の
円

曼
荼
羅
（
法
隆
寺
乙
本
な
ど
）
の
構
成
に
関
し
て
は
、
二
十
八
宿
が
一
宿
分
時

計
回
り
に
ず
れ
る
が
、
そ
れ
も
月
曜
と
水
曜
の
位
置
を
入
れ
替
え
る
な
ど
心
宿

の
位
置
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、
同
様
に
四
月
十
五

H
の
星
宿
配
位
を
表
現
し
た

構
成
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
円
曼
荼
羅
に
関
す
る
見
解
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る

と
、
武
田
氏
は
円
曼
荼
羅
の
図
像
源
泉
を
辿
る
上
で
、
星
宿
で
構
成
さ
れ
る
熾

盛
光
曼
荼
羅
や
七
十
天
図
の
図
像
の
類
似
性
に
注

H
さ
れ
て
い
る
。
松
原
氏
の

『
行
林
』
「
如
観
七
十
天
法
」
に
基
づ
く
説
も
、
熾
盛
光
曼
荼
羅
や
七
十
天
図
の

形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
し
て
、
概
ね
武
田
氏
の
説
に
賛
同
す
る
見
解
を
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
索
が
一
字
金
輪
と
星
宿
で
あ
る
こ

と
が
共
通
す
る
だ
け
で
、
曼
荼
羅
の
構
成
方
法
自
体
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
熾
盛
光
曼
荼
羅
か
ら
の
展
開
と
い
う
前
提
を
満
た
し
た
上
で
の
円
曼

荼
羅
の
成
立
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
方
、
松
浦
氏
の
円
曼
荼
羅
の
星
宿

と
方
位
の
対
応
関
係
か
ら
天
文
図
や
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
図
を
構
成
原
理
に
応
用
し

た
と
す
る
松
浦
氏
の
説
は
、
や
や
論
理
的
に
飛
躍
が
あ
る
も
の
の
、
十
一
世
紀

以
降
か
ら
院
政
末
に
か
け
て
活
発
に
な
る
宿
曜
師
と
の
関
係
に
注

H
す
る
な
ど
、

平
安
時
代
の
星
辰
侶
仰
か
ら
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
点
は
新
た
な
試
み
と

い
え
る
。
特
に
こ
れ
ま
で
北
斗
曼
荼
羅
と
、
密
教
占
星
術
の
専
門
家
で
あ
る
宿

曜
師
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改
め
て
宿
曜
道
と
星
宿
法

に
関
わ
る
資
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
そ
こ
で
院

政
期
に
宿
曜
師
が
北
斗
法
に
つ
い
て
記
し
た
『
宿
曜
占
文
抄
』
と
い
う
資
料
を

甚
に
、
円
曼
荼
羅
の
構
成
と
そ
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

北
斗
曼
荼
羅
を
構
成
す
る
諸
尊
の
像
容
に
つ
い
て
は
前
述
の
論
考
で
お
お
よ
そ

論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
、
主
に
図
像
の
構
成
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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高
山
寺
蔵
『
宿
曜
占
文
抄
』

京
都
の
洛
西
栂
尾
山
高
山
寺
の
経
蔵
に
は
奈
良
•
平
安
以
降
の
典
籍
文
書
や

俄
軌
、
密
教
図
像
な
ど
膨
大
な
量
の
聖
教
と
共
に
星
宿
関
係
の
経
軌
を
多
数
所

蔵
し
て
お
り
、
『
梵
天
火
羅
図
』
（
図

4
)
や
『
廿
八
宿
図
』
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
の
『
九
曜
秘
暦
』
な
ど
の
図
像
類
が
現
存
し
て
い
る
。

さ
て
、
『
宿
曜
占
文
抄
』
（
図

5
)
は
宿
曜
逍
に
関
す
る
資
料
の
一
っ
で
、
院

政
期
の
宿
曜
道
並
び
に
天
文
や
密
教
星
宿
法
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
一
本
だ
け
で
、
他
に
別
本
・
写
本
の
類
は
無
い
。
巻
子

本
で
梢
紙
に
墨
書
さ
れ
（
朱
書
あ
り
）
、
二
十
九
紙
で
継
ぎ
、
法
贔
は
一
紙
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あ
た
り
縦
二
八
・
七
糎
、
横
五
二
•
五
か
ら
五
二

•
O
糎
で
あ
る
（
な
お
横
幅

は
、
第
一
紙
•
第
二
十
紙
は
二
七

•
O
糎
、
第
七
紙
二

•
O
糎
、
第
二
十
九
紙
は

五
八
•
五
糎
で
、
全
長
は
お
よ
そ
―
四
三
一
•
五
糎
、
本
紙
は
一
四0
六
・
八
糎
）
。

撥
装
は
後
世
の
改
装
で
紺
地
の
絹
を
用
い
、
見
返
し
に
金
砂
子
を
あ
し
ら
っ
た

料
紙
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
巻
頭
を
亡
失
し
て
い
る
た
め
内
題
は
不
明
で
、
表

の
題
箋
に
「
宿
曜
占
文
抄
」
と
仮
題
が
黒
書
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
奥
書
に
は
「
本

云
此
書
非
門
跡
勿
輛
他
／
深
算
人
寺
自
筆
第
二
偲
本
也
／
文
治
四
年
正
月
廿

n日
書
嵩
功
了
」
と
、
深
算
自
筆
本
の
第
二
転
写
本
で
、
文
治
四
年
（
一
―
八
八
）

に
写
さ
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

深
算
は
十
二
世
紀
初
頭
に
宿
曜
師
と
し
て
活
躍
し
た
僧
で
能
算
の
弟
子
に
あ

た
り
、
鎌
倉
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
二
中
暦
』
の
宿
曜
師
の
項
目
に
も
そ
の
名

を
連
ね
る
。
次
の
通
り
、
宿
曜
師
は
典
福
寺
•
東
大
寺
の
東
密
系
、
延
暦
寺
の

台
密
系
に
大
別
さ
れ
、
深
算
は
中
で
も
主
流
を
成
し
て
い
た
仁
統
一
派
の
宿
曜

師
で
あ
っ
た
。
（
以
下
、
系
図
の
師
資
関
係
は
実
線
、
血
縁
関
係
は
点
線
で
示

し
て
い
る
。
）

•
東
密
系
宿
曜
師

0
東
大
寺

法
蔵
ー
仁
詐
ー
忠
允

・
台
密
系
宿
曜
師

〇
輿
福
寺

〇
延
暦
寺

静
昭
I

桓
舜

（
増
命
）
ー
尊
源

賢
湿
ー
ー
良
祐
ー
日
覚

慶
増

仁
宗

「――------,
I ＇ 

口に
, I I I 
増能彦證
命算柿昭
I'----
深明
算算

深
算
の
出
自
を
示
す
資
料
は
無
い
が
、
『
血
脈
類
集
記
』
よ
り
中
院
流
の

祖
明
算

(
1
0
ニ
―
¥
―

1
0
六
）
か
ら
灌
頂
を
受
け
て
お
り
、
興
福
寺
か
ら

輩
出
さ
れ
た
東
密
系
宿
曜
師
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
師
の
能
算
(
?
¥

は
興
福
寺
仁
統
の
弟
子
に
あ
た
り
自
身
も
法
相
宗
典
福
寺
の
僧

で
、
西
大
寺
・
法
隆
寺
別
当
職
も
務
め
て
い
た
。
ま
た
能
算
の
子
に
し
て
同
じ

ぷ｝

法
弟
の
明
算

(
1
0四
七
\
―

1
0
九
）
は
白
河
•
堀
河
院
や
藤
原
師
通
に
仕

え
た
僧
で
、
永
長
二
年

(
1
0
九
七
）
七
月
七
日
に
堀
河
天
皇
に
対
す
る
侮
年

の
御
勘
文
の
労
か
ら
元
典
寺
別
当
職
補
任
を
請
う
た
め
に
上
申
し
、
長
治
二
年

(―

1
0
五
）
に
は
大
威
儀
師
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

宿
曜
師
深
算
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
嘉
承
元
年
(
―

1
0
六
）
十
二
月
一

H
、

H
蝕
あ
り
と
し
た
暦
道
の
勘
申
に
反
対
し
、
無
蝕
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
暦
道
を

1
0
九
四
）
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退
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
逆
に
天
永
三
年
（
一
―
―
―
-
）
九
月
一

H
の
H

蝕
で
は
深
算
が
不
現
と
上
申
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
現
れ
た
た
め
陰
陽
道
側
が
称

賛
を
受
け
て
い
る
。
他
に
も
藤
原
忠
実
の
病
に
て
委
問
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
天
承

二
年
（
―
-
三
―
-
）
二
月
六

B
に
は
、
月
蝕
の
為
の
御
祈
を
左
大
弁
宰
相
の
藤

”―
 

原
実
光
に
上
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
深
算
は
典
福
寺
僧
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
主
に
藤
原
忠
実
を
中
心
と
す
る
、
摂
関
家
周
辺
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

（
＿
）
概
要

は
主
に
属
星
秘
法
と
い
う
密
教
星
術
法
に
つ
い
て
記
さ
れ

た
書
物
で
、
図
像
を
中
心
と
す
る
前
半
と
他
文
献
を
引
用
す
る
後
半
に
大
別
で

き
る
。
ま
ず
曼
荼
羅
の
図
か
ら
始
ま
り
、
以

F

、
日
生
供
•
K
文
図
な
ど
合
計

『
宿
曜
占
文
抄
』



ト
こ
点
の
図
を
収
め
、
占
星
術
の
知
識
や
伝
承
な
ど
を
註
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
前
半
末
に
「
右
諸
説
図
之
中
、
孔
雀
•
月
蔵
経
•
火
羅
図
等
、
愚
案
之
、
趣

定
多
訛
謬
敷
、
初
知
明
之
人
、
岸
nJ
礼
直
而
已
」
と
、
諸
説
図
に
関
し
て
熟
慮

す
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
「
北
辰
北
斗
中
斗
南
斗
」
「
星
宿
運
行

左
布
東
西
」
「
ト
ニ
宮
神
形
」
「
七
曜
手
決
」
「
七
曜
新
術
」
「
属
星
秘
法
起
」
と

題
し
、
天
文
•
密
教
星
宿
法
関
係
の
記
事
を
列
挙
し
て
い
る
。
中
で
も
「
属
星

秘
法
起
」
で
は
属
星
秘
法
の
歴
史
的
経
緯
を
掲
げ
て
、
唐
の
義
浄
三
蔵
に
よ
っ

て
属
星
秘
法
が
漠
訳
さ
れ
、
災
害
・
疫
病
に
応
じ
て
修
法
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
後
に
8

本
で
属
星
秘
法
を
行
っ
た
、
藤
原
鎌
子
・
道
鋭
•
吉
備
真

備
•
藤
原
浜
足
・
円
鏡
の
伝
記
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
本
書
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
こ
の
「
属
星
秘
法
起
」
の
伝
記
資
料
に

関
す
る
研
究
が
中
心
で
あ
る
。
宮
崎
健
司
氏
は
『
覚
禅
紗
』
一

0
-
「
北
斗
法
」

の
「
属
星
祭
伝
来
事
付
感
霊
」
に
あ
る
藤
原
鎌
子
・
道
銚
•
吉
備
真
備
•
藤

原
浜
足
の
記
事
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
人
の
伝
記
に
つ
い
て

は
共
通
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遠
藤
慶

太
氏
は
、
伝
記
内
容
に
は
複
数
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
本
書
を
読
み

3232-

解
く
上
で
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
吉
備
真
備
の
年
季
の

矛
盾
や
、
藤
原
浜
足
が
陰
陽
頭
に
在
任
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
こ
と
に

{33) 

触
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
何
よ
り
『
宿
曜
経
』
が

H
本

に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
空
海
が
請
来
す
る
平
安
以
降
で
、
北
斗
法
に
つ
い
て
も

旱
く
と
も
十
世
紀
半
ば
頃
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
藤
原
鎌
子
・
道
鋭
．

吉
備
真
備
•
藤
原
浜
足
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
記
事
は
甚
だ
怪
し
い
。

そ
の
一
方
で
、
奈
良
時
代
法
相
宗
の
僧
道
鋭
の
密
教
教
学
に
関
す
る
記

事
や
、
吉
備
真
備
の
伝
記
に
つ
い
て
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の
「
大
臣
記
」
の
逸

文
を
伝
え
、
藤
原
浜
足
が
実
際
に
大
文
・
占
星
の
知
識
を
備
え
る
な
ど

『
術
曜

占
文
抄
』

の
所
伝
に
一
致
す
る
重
要
な
記
事
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
北
斗
法
に
関

わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
円
鋭
、
す
な
わ
ち
空
海
の
弟
子
円
行
（
七
九
九

I

八
五
二
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注

H
さ
れ
る
。
円
行
は
承
和
五
年

（
八
三
八
）
に
円
仁
•
常
暁
ら
と
共
に
入
唐
し
、
翌
年
、
帰
朝
後
に
北
山
の
霊

厳
寺
に
住
持
し
た
。
こ
の
霊
厳
寺
は
妙
見
菩
薩
を
祀
り
、
紺
年
三
月
＿
―
-
日
と
九

月一―

-
H
に
宮
中
よ
り
献
燈
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
な
お
『
入
唐
五
家
仏
』
に
は
、

円
行
の
弟
子
に
蓮
台
寺
俯
正
寛
空
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
円
行
が
唐
の
密
教
星

宿
法
に
関
す
る
経
典
儀
軌
や
図
像
を
請
来
し
て
寛
空
に
伝
え
て
い
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
裏
書
よ
り
本
寺
所
蔵
の
『
梵
犬
火
羅
図
』
が
火

羅
国
と
一
行
の
関
係
を
伝
え
る
最
古
の
記
事
を
載
せ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
も
看

過
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
無
い
が
、
『
宿
曜
占
文
抄
』

に
は
密
教
占
星
法
に
関
わ
る
典
味
深
い
記
事
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
図
像
の
検
討

次
に
前
半
の
密
教
占
星
法
・
天
文
に
関
わ
る
図
像
と
註
記
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
こ
こ
に
十
二
点
の
図
像
（
名
称
は
仮
題
）
を
列
挙
す
る
と
以

F
の
通

り
で
あ
る
。

①
法
皇
注
進
図

②
宿
曜
経
図

③
天
文
図

④
格
子
月
進
図

⑤
火
羅
図

⑥
孔
雀
経
説
図
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⑦
月
蔵
経
説
図

⑧
北
斗
図
（
康
済
考
案
）

⑨
慶
昨
之
弟
＋
泰
命
之
星
供
図

⑩
北
斗
図
園
城
寺
法
輪
院
本

⑪
文
殊
師
利
星
供
図

⑫
一
字
頂
輪

t
星
供
図

各
図
の
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
註
記
が
付
さ
れ
、
続
け
て
経
軌
や
諸
説
を
記
し
て

い
る
。
以
下
、
各
図
像
と
註
記
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、
図
の
後
に

翻
刻
番
ロ
ダ
を
付
し
た
の
で
、
註
記
と
共
に
参
照
さ
れ
た
い

（
翻
刻
は
論
文
末
に

収
録
）
。
ま
ず
①
法
畠
注
進
図
（
第
一
紙
）
は
、
金
輪
を
中
心
に
北
斗
七
星
や

B
月
と

諸
惑
星
•
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
で
構
成
さ
れ
た
北
斗
曼
荼
羅
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
構
造
は
五
重
の
方
形
の
中
央
に
大
円
相
、
内
側
に
金
輪
を
置
き
、

そ
の
周
囲
の
第
二
区
画
に
北
斗
七
星
、
金
輪
の
直
下
に
は
二
重
の
小
さ
な
同
心

円
が
置
か
れ
る
が
尊
名
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
外
縁
帯
の
第
三
区
画
に

日
月
と
惑
星
、
及
び
羅
嵌
・
計
都
の
九
曜
星
を
附
く
（
南
の
諄
名
は
紙
損
の
た

め
確
認
で
き
な
い
）
。
さ
ら
に
外
縁
帯
の
第
四
区
画
に
は
、
北
北
東
の
磨
褐
か

ら
賓
瓶
・
雙
魚
•
白
羊
•
青
牛
の
順
に
十
二
宮
が
反
時
計
回
り
に
廻
ら
さ
れ
、

外
周
の
第
五

K
圃
は
、
南
東
（
巽
）
を
角
宿
に
定
め
、
北
東
（
艮
）
に
向
け
て

九
•
氏
・
房
・
心
•
尾
・
箕
の
順
に
二
十
八
宿
を
反
時
計
回
り
に
並
べ
る
。
さ

て
①
の
図
像
・
註
記
を
検
討
す
れ
ば
、
十
二
軋
紀
初
め
に
東
密
広
沢
流
の
寛
助

が
考
案
し
た
北
斗
曼
荼
羅
（
図

6
)
（
以
下
、
寛
助
様
曼
荼
羅
）
で
あ
る
こ
と

が
確
品
で
き
る
。
こ
の
方
曼
荼
羅
は
但
に
広
く
流
布
し
て
い
た
図
様
で
、
大
阪
・

久
米
川
か
本
(
+
―

-ilt
紀
）
を
は
じ
め
大
阪
・
金
剛
寺
本
（
卜
三
世
紀
）
、
京

□
し
④

0
@

｀`

[̀

|
|
l
/
 

``
）̀
R④̀
R0̀
) 

寛助様曼荼羅図6
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都
・
東
寺
本
（
卜
四
世
紀
）
な
ど
が
こ
の
形
式
で
あ
る
。
た
だ
①
の
北
斗
七
星
は
、

中
央
金
輪
の
ぃ
画
の
外
縁
帯
に
廻
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
厳
密
に
は
異
な
る
が
、

そ
れ
も
朱
書
の
北
斗
七
星
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
寛
助
様
曼
荼
羅
に
応
分
の
構

成
と
な
る
。
註
記
註
記
（
第
一
・
ニ
紙
）
の
「
法
白
平
」
と
は
、
天
仁
二
年
(
―

1
0
九）

に
寛
助
を
導
師
に
法
勝
寺
北
斗
曼
荼
羅
党
の
供
餐
を
行
な
い
、
以
後
、
大
北
斗

法
を
恒
例
化
し
た
白
河
法
皇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
七
星
を
「
女
形
」

で
は
な
く
「
俗
像
」
と
す
る
の
も
、
先
の
久
米
田
寺
本
な
ど
に
共
通
す
る
特
徴



で
あ
る
。
こ
の
①
が
寛
助
様
曼
荼
羅
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
金
輪
の
匝
下
の

二
重
円
（
名
称
不
明
）

は
土
曜
、
第
三
区
画
の
真
下
の
白
抜
き
の
円
相
は
火
曜

と
推
定
さ
れ
る
。

5

如｝

②
宿
曜
経
図
（
第
二
紙
）
は
『
宿
曜
経
』
巻
上
「
第
一
品
」
の
所
説
に
基

づ
い
て
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
を
配
置
す
る
。
註
（
第
二
紙
）
で
は
『
平
斯
経
』

『
七
曜
攘
災
決
』
『
七
曜
手
決
』
『
七
曜
新
術
』

の
経
書
名
を
列
挙
し
た
う
え
で
、

二
十
八
宿
度
と
十
二
官
位
の
位
置
関
係
の
異
同
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

二
十
八
宿
の
列
次
に
つ
い
て
は
、
束
方
の
宿
首
が
昴
宿
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ド
式

と
、
角
宿
か
ら
始
ま
る
中
国
式
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

・
イ
ン
ド
式
（
『
大
方
等
大
集
経
』
日
蔵
分
の
星
宿
品
、
『
宿
曜
経
』
上
巻
、

『
摩
登
伽
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
。
た
だ
し
『
宿
曜
経
』
で
は
牛
宿
を
除
く

二
十
七
宿
と
す
る
。
）

束
ー
昴
．
畢
•
紫
・
参
•
井
·
鬼
•
柳

南
ー
星
•
張
蔑
•
診
•
角

•
i几
•
氏

西
ー
房
・
心
•
尾
•
箕
•
斗
・
（
牛
）
・
女

北
ー
虚
•
危
•
室
・
陛
．
奎
．
婁
•
胃

•
中
国
式
（
『
漢
書
』
律
暦
志
、
『
史
記
』
律
書
な
ど
分
野
説
に
よ
る
。
）

東
ー
角

•
4几
•
氏
・
房
・
心
•
尾
・
応
其

北
ー
斗
•
牛
・
女
・
虚
•
危
•
室
・
墜

西
ー
奎
．
婁
•
胃
•
昴
．
畢
•
特
・
参

南
ー
井
•
鬼
•
柳
•
星
•
張
・
翼
•
診

②
図
の
二
十
八
宿
は
中
国
式
の
配
列
と
な
る
が
、
二
十
八
宿
と
十
二
宮
は
『
宿

曜
経
』
第
一
品
の
経
説
に
準
じ
た
構
成
に
な
る
。
こ
う
し
た
星
宿
の
対
応
関
係

は
、
北
斗
曼
荼
羅
の
構
成
を
定
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、
後
の
章
で
言
及
し

こ
ヽ
°

t
し③
天
文
図
（
第
二
紙
）

は
三
重
の
同
心
円
で
、
二
重

H
に
二
十
八
宿
、
三
厘

H

に
は
十
十
十
二
支
を
配
す
る
。
ま
た
、
乾
•
坤
•
四
兵
・
艮
の
方
角
に
「
十
六

度
西
方
白
虎
七
宿
」
「

fit
五
度
南
方
朱
雀
七
宿
」
「
十
一
一
度
東
方
青
龍
七
宿
」
「
廿

四
度
之
北
方
玄
武
七
術
」
の
朱
書
が
見
え
る
。
図
の
方
位
関
係
か
ら
、
地
上
か

ら
天
空
を
見
上
げ
た
時
の
天
体
上
の
二
十
八
宿
位
を
表
し
た
図
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

④
格
子
月
進
図
（
第
三
紙
）
は
大
円
相
の
中
心
よ
り
や
や
上
を
北
極
点
に
し

て
宿
度
を
示
す
朱
の
経
線
で
二
十
八
等
分
し
、
円
の
内
側
に
は
子
規
と
墨
書
さ

れ
た
円
相
が
大
円
上
部
に
接
す
る
よ
う
に
描
か
れ
、
さ
ら
に
二
十
八
宿
の
婁
宿

と
診
宿
付
近
に
か
け
て
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
た
朱
の
曲
線
（
「
赤
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
赤
道
と
考
え
ら
れ
る
）
が
引
か
れ
て
い
る
。
子
規
内
に
は

四
つ
の
朱
点
を
繋
い
だ
「
天
極
□
星
」
、
同
じ
く
七
つ
の
朱
点
を
繋
い
だ
「
北

斗
七
星
」
、
赤
道
線
の
下
部
に
朱
点
六
つ
を
繋
い
だ
「
南
斗
六
星
」
を
描
く
。

す
な
わ
ち
図
の
外
周
を
黄
道
円
と
考
え
る
と
、
上
部
に
接
す
る
小
円
相
は
内
規
、

赤
道
と
黄
道
が
接
す
る
婁
宿
と
診
宿
付
近
が
そ
れ
ぞ
れ
春
分
点
と
秋
分
点
に
当

い

42]

（

43)

た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宜
明
暦
で
は
角
宿
付
近
を
秋
分
点
に
、
婁
宿
付
近
を
春

分
点
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
淳
祐
七
年
(
―
二
四
七
）
の
蘇
州
天
文
図
の
黄
道

部
分
を
抽
出
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
こ
の
図
と
同
じ
形
の
天
文
図
に
な
る
（
図
7
)
。
と

こ
ろ
で
こ
の
「
格
子
月
進
図
（
ヨ
ル
ツ
キ
ノ
ス
、
ム
ヲ
タ
、
ス
ツ
）
」
と
は
、

H
本
で
観
測
さ
れ
た
最
古
の
天
文
図
で
、
元
は
土
御
門
家
に
伝
来
し
て
い
た

が
、
後
に
戦
災
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。
井
本
進
氏
の
論
考
に
よ
り
、
花
園

天
皇
（
在
位
―
―
―

1
0
八
1
一
三
一
八
）
の
頃
の
権
天
文
博
士
の
安
倍
泰
世
が

筆
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
内
容
は
北
天
図
（
円
図
）
と
中
天
図
（
方
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淳祐7年 (1247)大阪歴史博物館部分蘇州天文図

鴎賣置l
図7

図
）
（
図
8
)
の
二
図
か
ら
成
り
、
方
図
は
赤
道
を
中
心
に
そ
の
上
下
に
経
線

と
緯
線
が
縦
横
に
引
か
れ
、
方
眼
の
中
に
星
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
方
円
の
天
文
図
は
中
国
の
北
宋

・
元
豊
年
間
の
観
測
に
よ
る
蘇
頌
の

『新
儀

象
法
要
』
所
収
の
星
図
に
も
見
ら
れ
る
。
な
お
黄
道
と
赤
道
の
交
点
、
即
ち
春

秋
二
分
点
か
ら
年
代
を
換
算
し
て
西
暦
―

1
0
0
年
頃
に
観
測
さ
れ
た
天
文
図

(46
)
 

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
図
と
比
較
す
る
と
、
格
子
月
進
図
は
北
極
を
中
心
に

14世紀

¥
4
 
北天図

{ 

貨，
-·"~>冷

格子月進図
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図8-1

二
十
八
宿
ご
と
に
不
均
等
な
経
線
で
分
割
し
て
各
星
座
を
描
く
が
、
赤
道
や
内

規
は
表
さ
ず
、
北
斗
七
星
を
反
転
す
る
な
ど
構
成
が
異
な
る
。
④
は
天
文
図
の

黄
道
円
内
を
抽
出
し
、
概
念
的
に
作
成
さ
れ
た
図
で
、
先
の
格
子
月
進
図
の
別

図
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

は
方
形
内
に

三
重

の
同
心
円
、

二
十
八
宿
、

三
重
目
に
十
二
宮
、
方
形
の
区
画
に
は
日
月
火
水
木
金
に
羅
嵌

・

⑤
火
羅
図

（第
三
•
四
紙
）

二
重
目
に



中天図格子月進図図8-2

計
都
の
名
を
墨
書
し
、
さ
ら
に
上
下
反
転
さ
せ
て
朱
書
で
尊
名
を
記
す
。
区
画

の
上
に
は
北
斗
七
星
を
置
く
。
本
図
は
子
（
北
）
を
上
下
に
附
す
が
、
他
の
六

方
の
表
記
を
考
慮
す
る
と
、
画
面
上
を
午
（
南
）
に
定
め
る
の
が
至
当
と
考
え

ら
れ
る
。
「
火
羅
図
」
に
つ
い
て
は
、
永
万
二
年
（

一
―
六
六）

の
東
寺
本
な

ど
が
現
存
し
、
本
図
に
は
『
七
曜
攘
災
決
』
『
串
斯
経
』
「
葛
仙
公
礼
北
斗
法
」

と
、
晩
唐
期
の
密
教
星
宿
関
の
経
軌
、
西
洋
の
占
星
術
書
、
そ
し
て
道
教
系
星

辰
修
法
な
ど
の
引
用
文
が
見
ら
れ
る
。
「
火
羅
図
」
は
一
行
撰

「梵
天
火
羅
九

曜
』
を
参
考
に
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
、
個
人
の
星
の
吉
凶

・
運
命
を
見
、
ま
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 た

星
供
修
法
な
ど
宿
曜
師
の
手
引
き
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
⑤
図
と
「
火
羅
図
」
を
比
較
す
る
と
、

の
方
位
関
係
は
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る

十
二
宮
、
二
十
八
宿
、
九
曜
（
朱
書
）

（図

9
)
。

-18) 

⑥
孔
雀
経
説
図
（
第
六
紙
）
は
、
不
空
訳
『
仏
犀
大
孔
雀
明
王
経
』
に
準
じ

て
制
作
さ
れ
た
星
図
と
考
え
ら
れ
る
。
二
重
の
同
心
円
に
二
十
八
宿
を
付
置

す
る
。
『
孔
雀
経
』
は
前
述
の
二
十
八
宿
配
列
で
は
イ
ン
ド
式
に
分
類
さ
れ
る

が
、
こ
の
図
で
は
巽
の
方
角
（
東
南
）
を
角
宿
と
し
、
中
国
の
二
十
八
宿
の
列

次
に
な
る
。
な
お
「
以
朱
書
者
、
雖
経
説
定
、
順
逆
」
（
第
六
紙
）
と
あ
る
通

り
、
朱
書
の
二
十
八
宿
は
経
説
通
り
昴
宿
を
宿
首
と
す
る
イ
ン
ド
式
の
配
列
に

な
る
。
ま
た
宿
首
を
昴
に
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
諸
経
の
説
を
挙
げ
て
そ
の

道
義
と
功
徳
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

⑦
月
蔵
経
説
図
（
第
十
紙
）
は
、
『
大
方
等
大
集
経
』
月
蔵
分
諸
天
王
護
持

品
（
以
下
、
『
月
蔵
経
』
）
に
説
示
す
る
星
宿
配
列
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
重
の

同
心
円
に
、
二
重

H
に
十
一
一
宮
、

一
軍
と
三
重
目
に
二
十
八
宿
、
さ
ら
に
経
説

中
に
あ
る
三
天
童
女
を
並
べ
、
四
方
に
は
須
弥
山
世
界
の
四
大
洲
の
名
称
を
朱

[50} 

書
す
る
。
な
お
図
中
の
「
迷
沙
辰
正
月
名
」
以
下
、
『
月
蔵
経
』
中
に
説
か
れ
る

三
天
憎
女
は
、
各
月
ご
と
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。
第
一
重
朱
書
の
二
十
八
宿
の

配
列
通
り
、
「
月
蔵
経
』

の
二
十
八
宿
は
東
方
第
一
宿
を
昴
宿
と
す
る
列
次
で

で
は
『
宿
曜
経
』
同
様
に
、
七
曜
・
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿

の
対
応
関
係
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
墨
書
の
二
十
八
宿
と
四
大
洲
の
方
位
、

あ
る
。
『
月
蔵
経
』

十
二
宮
を
経
典
通
り
に
配
当
し
て
い
る
。
し
か
し
朱
書
の
二
十
八
宿
は
、
「
ニ

月
名

酉
」
「
五
月
名

卯
」
の
方
位
に
対
応
さ
せ
て
お
り
、

午
」
「
八
月
名

墨
書
の
二
十
八
宿
と
配
列
法
が
異
な
る
。
ま
た
墨
書
の
二
十
八
宿
は
角
宿
を
東

方
第
一
宿
と
し
て
お
り
、
中
国
の
二
十
八
宿
法
と
十
二
宮
に
対
応
し
た
構
成
と

な
る
。
後
に
は
⑥
孔
雀
経
説
図
同
じ
く
、
宿
首
を
角
に
定
め
る
諸
経
の
説
を
挙

げ
、
そ
の
道
義
と
功
徳
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

⑧
康
済
考
案
の
北
斗
図
（
第
十
ニ
・
十
三
紙
）
は
、
金
輪
を
中
心
に
北
斗
七

星
や
H

月
と
諸
惑
星
•
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
で
構
成
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
慶
円
考

案
の
円
曼
荼
羅
と
同
じ
図
像
形
式
で
あ
る
。
註
記
（
第
十
三
紙
）
に
は
、
寛
平

天
皇
（
在
位
八
八
七
＼
八
九
七
）
の
時
に
康
済
が
考
案
し
流
布
し
た
曼
荼
羅
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
康
済
（
八
二
七
＼
八
九
九
）
は
、
第
八
世
天
台

座
主
を
務
め
た
蓮
華
房
康
済
の
こ
と
で
、
別
当
大
師
光
定
に
師
事
し
て
顕
密
を

学
び
、
後
に
智
証
大
師
よ
り
伝
法
潅
頂
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
寛
平
六
年

（
八
九
四
）
に
は
延
暦
寺
座
主
と
な
り
、
三
年
後
に
は
園
城
寺
長
吏
と
な
る
。

な
お
図
の
裏
書
（
第
十
三
紙
裏
書
）
も
『
天
台
座
主
記
』
『
本
朝
高
俯
伝
』
の

康
済
に
関
す
る
記
事
に
符
合
す
る
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
北
斗
法
に
関
し
て
は

十
枇
紀
を
遡
る
記
録
が
な
く
、
早
く
と
も
寛
空
が
内
裏
で
北
斗
法
を
修
し
た
犬

暦
年
中
以
降
に
北
斗
曼
荼
羅
が
考
案
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

註
に
は
「
三
昧
座
主
」
と
あ
る
が
、
三
昧
座
主
と
呼
ば
れ
る
の
は
後
に
も
先
に
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も
天
台
座
主
慶
円
だ
け
で
あ
り
、
慶
円
と
康
済
を
取
り
違
え
た
か
、
或
い
は
裏

書
が
史
実
と
そ
れ
ほ
ど
隔
た
り
が
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
意
図
的
に
康
済

の
名
を
記
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
図
像
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
し
て
い
く
。

⑨
星
供
図
（
第
十
一
こ
紙
）
は
、
註
記
（
第
十
四
紙
）
に
慶
昨
の
弟

f
、
甘
露

寺
の
泰
命
が
修
し
た
星
供
図
と
あ
る
。
慶
昨
（
九
九
五
＼
一

0
1
1
0
)
は
園
城

寺
の
学
僧
で
正
暦
四
年
（
九
九
八
）
に
円
珍
が
比
叙
lIl
の
門
徒
か
ら
追
放
さ
れ

た
際
に
、
巌
蔵
大
裳
寺
に
移
り
、
後
に
門
徒
を
率
い
て
園
城
寺
に
移
り
‘
＾
卜
と
な
っ

の
円
珍
忌
に
は
法
華
十
講
を
行
っ
て
い
る
。
な

た
。
寛
仁
元
年

(
1
0
一
七
）



お
慶
昨
は
、
＾
一
＾
条
犬
白
素
の
眼
病
平
癒
の
た
め
に
杓
星
王
絵
像
の
開
眼
供
養
を
行

な
っ
て
お
り
、
弟
子
の
泰
命
が
星
供
図
を
考
案
し
て
修
法
し
た
と
し
て
も
何
ら

不
思
議
で
は
な
い
。
甘
露
寺
の
泰
命
も
園
城
寺
の
俯
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の

経
歴
や
事
績
に
つ
い
て
の
記
録
は
無
い
。
本
図
は
方
形
で
三
層
に
区
画
さ
れ
、

中
央
の
一
層
H

の
区
両
に
は
大
日
・
士
曜
・
梵
天
·
帝
釈
•
炎
魔
天
・
天
神
地

祇
．
晋
賢
・
八
獅
f
座
の
金
輪
仏
頂
、
二
重
H

は
H

月
曜
・
火
水
木
金
星
•
羅

嵌
・
計
都
、
三
重

H
は
二
十
八
宿
に
四
隅
に
は
四
天
王
を
置
く
。

⑩
は
北
斗
園
城
寺
法
輪
院
の
本
（
第
十
四
紙
）
で
、
註
（
第
十
五
紙
）
に
は
「
火

羅
図
」
の
説
に
基
づ
き
置
く
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
重
の
方
形
で
構
成
さ
れ
、

中
央
方
形
は
金
輪
•
北
に
属
星
（
願
主
の
生
ま
れ
た

H

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る

北
斗
七
星
の
―
つ
）
．
貞
下
に
佛
眼
•
両
脇
は
空
白
の
円
相
、
お
そ
ら
く
北
斗

七
星
で
、
二
凧
目
に
は
日
月
火
水
木
金
に
羅
厭
・
計
都
・
梵
天
•
帝
釈
・
地
天
・

炎
天
、
三
重
目
に
は
二
十
八
宿
に
四
隅
に
は
四
天
王
と
な
る
。
恐
ら
く
、
⑩
⑪

⑫
図
は
星
供
の
壇
図
と
推
測
さ
れ
る
。

⑪
は
文
殊
師
利
を
本
尊
と
す
る
星
供
図
（
第
十
五
・
十
六
紙
）
で
註
記
（
第

十
六
紙
）
に
は
、
こ
の
図
は
誰
も
知
ら
ず
、
諄
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

中
央
は
文
殊
で
上
に
北
斗
七
星
、
周
囲
に
は
似
神
名
形
•
五
面
釆
三
鳥
、
二
重

H
に
は
十
二
宮
・
日
月
火
水
木
金
に
羅
嵌
・
計
都
、
三
重

H
に
二
十
八
宿
を
置
く
。

⑫
は
一
字
頂
輪
を
本
椋
に
す
る
星
供
図
（
第
十
六
紙
）
で
、
義
浄
三
蔵
の
属

星
秘
法
と
通
途
の
説
、
師
の
相
伝
を
加
え
定
め
た
図
で
、
こ
れ
は
弘
房
大
僧
都

の
伝
え
る
法
と
い
う
。
図
は
方
形
内
に
一
字
頂
輪
王
を
中
心
に
梵
天
•
帝
釈
・

本
命
属
星
•
本
命
宿
•
当
年
曜
な
ど
を
表
す
。

以
上
、
十
二
点
の
図
像
を
概
観
し
た
。
本
書
に
は
密
教
星
宿
法
に
関
す
る
図

像
だ
け
で
な
く
、
天
文
図
・
格
子
月
進
図
な
ど
の
天
文
学
に
関
す
る
資
料
が
多

く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
引
用
さ
れ
る
経
書
も
、
『
孔
雀
経
』
『
日
蔵
経
』
『
月

蔵
経
』
『
宿
曜
経
』
な
ど
の
イ
ン
ド
占
星
術
に
関
す
る
経
典
を
は
じ
め
、
中
晩

唐
期
の
『
七
曜
攘
災
決
』
『
七
曜
手
決
』
『
七
曜
新
術
』
『
梵
天
火
羅
九
曜
』
な

ど
道
教
系
雑
密
経
典
、
西
洋
占
星
術
の
漠
訳
本
で
あ
る
『
中
斯
経
』
や
、
『
五

行
大
義
』
『
陰
賜
書
』
『
金
遺
経
』
『
か
雅
』
『
玄
中
録
』
『
枢
機
経
』
の
道
教
経

典
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
密
教
星
辰
供
の
典
拠
と
な
る
害
経
名
が
多
く
見
出
さ

れ
た
。
な
お
、
⑧
⑨
⑩
の
よ
う
に
園
城
寺
密
教
僧
と
の
関
わ
り
を
示
す
費
料
が

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
深
算
の
所
属
す
る
南
都
束
密
の
宿
曜

師
だ
け
で
な
く
、
園
城
寺
の
宿
曜
師
に
も
関
連
し
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
た
方

が
良
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
自
体
は
伝
承
に
近
い
記
述
が
あ
る
反
面
、
院
政
期
以

降
の
宿
曜
師
た
ち
が
天
文
・
暦
法
の
知
識
を
備
え
、
さ
ら
に
密
教
星
辰
供
修
法

そ
の
も
の
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

円
形
式
北
斗
曼
荼
羅
の
図
像
構
成

そ
れ
で
は
、
本
書
に
収
め
る
⑧
北
斗
図
（
第
十
ニ
・
十
三
紙
）
か
ら
円
焚
荼

羅
の
図
像
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

⑧
北
斗
図
は
金
輪
と
墨
書
き
さ
れ
た
円
を
中
心
に
四
重
の
同
心
円
で
構
成
さ

れ
る
。
二
重

H
上
方
に
は
北
斗
七
星
の
檸
名
を
並
べ
、
下
方
に
は
れ
か
ら
月
・

金
・
計
•
火
・
士
・
羅
•
木
•
水

•
H

の
順
に
尊
名
を
配
す
る
。
北
斗
七
星
は

向
か
っ
て
右
よ
り
左
に
、
貪
狼
•
巨
門
・
禄
存
・
文
曲
・
廉
貞
•
武
曲
・
破
軍

の
順
に
配
す
る
が
、
尊
名
の
横
に
は
朱
書
を
加
え
、
左
か
ら
右
に
、
貪
•
巨
・

禄
・
文
・
廉
•
武
・
破
と
逆
順
に
配
置
し
て
い
る
。
三
重

H

は
真
上
の
師
＋
か

ら
時
計
回
り
に
十
二
宮
を
配
し
、
四
重

H
は
罪
（
南
東
）
の
方
角
に
角
宿
か
ら
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時
計
回
り
に
九
•
氏
・
房
・
心
•
尾
・
箕
の
順
に
二
十
八
宿
を
廻
ら
せ
る
。
北

斗
図
の
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
は
時
計
回
り
に
配
置
さ
れ
、
東
西
の
方
角
が
反
転

し
た
構
図
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
の
註
記
（
第
十
三
紙
）
に
「
仰
天
、

可
見
如
天
文
図
」
と
あ
る
通
り
、
天
を
見
上
げ
た
時
の
星
の
廻
り
に
対
応
し
、

画
面
上
を
午
（
南
）
と
す
る
こ
と
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
北
の
空
を
見
上
げ
た
時
の

天
休
を
意
識
し
た
構
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
斗
図
の
星
宿
配
列
は
、
東
南
の
角

宿
を
宿
首
と
し
、
右
（
東
）
、
下
（
北
）
、
左
（
西
）
、
上
（
南
）
と
時
計
回
り

に
廻
る
中
国
式
の
二
十
八
宿
配
列
と
な
る
。
十
二
宮
と
二
十
八
宿
の
対
応
関
係

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
黄
道
と
白
道
に
位
置
し
、
共
に
近
い
軌
道
上
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
『
宿
曜
経
』
「
第
一
品
」
に
あ
る
よ
う
に
二
十
八
宿
（
牛
宿
を
除
く
二
十
七
宿
）

(53] 

と
十
二
宮
を
「
足
」
（
四
分
の
一
を
あ
ら
わ
す
パ
ー
ダ
[p
a
d
a
]

の
漠
訳
）
と

い
う
単
位
を
用
い
て
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
、
二
十
八

宿
は
白
道
を
二
十
八
に
等
分
し
な
い
の
で
、
円
曼
荼
羅
へ
と
再
構
成
す
る
過
程

で
、
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
関
係
に
な
る
よ
う
に
、
再
度
、

合
理
的
な
星
宿
配
列
の
デ
ザ
イ
ン
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
北
斗
図
だ
け
で

な
く
法
隆
寺
甲
本
・
乙
本
な
ど
現
存
す
る
円
曼
荼
羅
も
二
十
八
宿
・
十
二
宮
が

ほ
ぽ
同
様
の
配
列
に
な
る
。
た
だ
し
、
法
隆
寺
甲
本
と
比
較
し
て
一
般
的
な
円

晶
又
荼
羅
（
乙
本
も
含
む
）
（
図

10)
は
、
二
十
八
宿
の
配
列
が
反
時
計
回
り
に

一
宿
分
ず
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
⑧
北
斗
図
は
後
者
の
星
宿
配
位
に

対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
円
曼
荼
羅
の
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
の
配
列
、
方
位

関
係
に
つ
い
て
、
宿
曜
師
が
宿
曜
勘
文
の
た
め
に
作
成
す
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
図

11)
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
存
す
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
と

円
晶
委
荼
羅
の
十
二
宮
・
ニ
ト
八
宿
の
列
次
の
回
転
方
向
は
逆
で
、
完
全
に
一
致

は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
も
「
仰
天
、
川
見
如
天
文
図
」
と
い
う
文
言
を
考
慮
す

配列法隆寺乙本など北斗曼荼羅図10ホロスコープ（天永三年）『宿曜運命勘録』十二

宮位天地図

図11
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れ
ば
、
本
書
に
収
め
ら
れ
る
③
天
文
図
な
ど
の
列
次
に
対
応
さ
せ
た
構
成
と
し

て
理
解
で
き
る
。

ま
た
⑧
北
斗
図
の
七
曜
並
び
に
羅
駆

•
J
j
t
都
に
注
日
す
れ
ば
、
通
常
の
円
曼

荼
羅
の
H
•

月
の
位
置
が
左
右
入
れ
替
わ
っ
た
構
成
に
な
る
。
一
見
、
誤
り
に

も
見
え
る
が
、
二
十
八
宿
が
あ
る
区
画
の
奎
宿
と
婁
宿
の
間
の
月
と
対
応
す
る

位
置
に
黒
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
意
図
的
に
月
の
位
置

を
変
更
し
て
い
る
可
能
性
も
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
墨
点
の
位
置
で
想

起
さ
れ
る
の
が
④
格
子
月
進
図
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
黄
道
を
二
十
八
宿
の
あ
る

四
重

H
に
置
き
換
え
る
と
、
赤
道
の
交
点
で
あ
る
春
分
点
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
婁

宿
付
近
の
墨
点
の
位
置
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
春
分
点
に
月
を
対
応
さ
せ

た
配
置
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
同
様
に
月
は
黄
道
十
二
宮
の
白
羊

宮
に
も
対
応
す
る
位
置
に
あ
る
。
黄
道
十
二
宮
の
概
念
が
で
き
た
紀
元
前
後
は
、

黄
道
の
起
点
と
な
る
春
分
点
に
白
羊
宮
が
あ
り
、
西
洋
占
星
術
で
は
十
一
一
宮
の

第
一
宮
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
春
分
点
は
歳
差
運
動
に
よ
り
一
年
に
約

五
0・
二
六
秒
の
割
合
で
西
に
移
動
し
て
お
り
、
紀
元
一
世
紀
頃
か
ら
現
在
は
、

魚
座
の
領
域
に
春
分
点
が
移
動
し
て
い
る
。
『
七
曜
攘
災
決
』
「
五
星
臨
十
二
宮

吉
凶
法
」
に
は
、
七
曜
・
十
二
宮
・
ニ
十
八
宿
の
対
応
関
係
を
示
し
た
上
で
、

統
云
春
分
[
二
月
中
l

奎
三
度
-
二
l

月
定
白
羊
宮
[
乃
l

内
o

而
有
差
三

度
[
二
]
有
餘
o

早
分
初
図
新
可
造
云
云
o

図
者
十
二
宮
七
分
二
+
八
宿

{56] 

分
度
也
。
作
図
白
羊
宮
為
初
云
云

と
、
春
分
（
旧
暦
二
月
）
は
奎
宿
、
白
羊
宮
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
初
め
に
定

め
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
イ
ン
ド
天
文
学
の
十
二
宮
も
西
洋

の
十
二
宮
と
同
様
、
黄
道
座
標
の
起
点
で
あ
る
春
分
点
を
白
羊
宮
に
固
定
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
月
と
二
十
八
宿
及
び
十
二
宮
の
位
置
関
係

を
考
慮
す
る
と
、
R
北
斗
図
は
怠
図
的
に
月
を
春
分
に
あ
た
る
白
乍
宮
に
対
応

さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
一
年
月
で
あ
る
白
干
宮
を
基
準

に
定
め
た
構
図
な
の
か
、
或
い
は
西
洋
占
星
術
に
基
づ
き
白
羊
宮
を
四
月
に
対

応
さ
せ
て
、
松
浦
氏
が
提
唱
す
る
釈
迦
の
誕
生
月
を
表
現
し
た
星
宿
の
構
成
で

あ
る
か
は
定
か
で
は
無
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
す
る
円
曼
荼
羅
と
は
沢
な

る
解
釈
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
星
宿
配
位
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

ヵ
さ
て
寛
空
様
曼
荼
羅
と
比
較
す
る
と
、
二
十
八
宿
は
『
孔
雀
経
』
に
依
っ
た

東
方
昴
宿
を
首
と
す
る
イ
ン
ド
式
の
配
列
に
、
十
二
宮
は
三
宮
ず
つ
四
隅
に
等

分
す
る
配
置
を
し
て
お
り
、
円
曼
荼
羅
と
構
成
理
論
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
熾

盛
光
曼
荼
羅
も
、
形
式
や
犀
宿
列
次
が
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
方
位
関
係
の

相
違
、
仏
教
的
な
尊
格
を
中
心
に
し
た
構
成
、
何
よ
り
北
斗
七
星
を
含
ま
な
い

な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
の
成
立
背
景
や
修
法
内
容
の

相
違
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
熾
盛
光
法
な
ど
に
関
す
る

純
密
教
典
は
、
イ
ン
ド
占
星
術
を
基
に
個
人
の
、
特
に
王
や
貴
人
、
為
政
者
の

本
命
宿
•
本
命
宮
に
対
す
る
惑
星
や
日
月
蝕
の
災
厄
を
消
除
す
る
修
法
と
い
う

位
置
づ
け
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
北
斗
法
は
、
北
斗
七
星
の
属
星
、
本
命
星
を

供
養
す
る
祭
儀
な
ど
道
教
の
本
命
元
辰
•
北
斗
伯
仰
の
要
素
を
多
分
に
取
り
人

れ、

H
本
に
お
い
て
成
立
し
た
修
法
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
や
事
情
、

信
仰
形
態
は
明
ら
か
に
楳
な
り
、
図
像
の
構
成
だ
け
で
熾
盛
光
曼
荼
羅
か
ら
円

曼
荼
羅
が
成
立
し
た
と
考
え
る
の
は
い
さ
さ
か
短
絡
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
熾
盛
光
曼
荼
羅
の
中
尊
と
な
る
一
字
金
輪
や
星
宿
な
ど
の
構
成

要
素
単
体
を
見
れ
ば
、
北
斗
曼
荼
羅
と
全
く
無
関
係
と
は
い
え
ず
、
制
作
す
る

過
程
で
何
ら
か
の
参
考
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
ま
た
松
浦
氏
も
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述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
七
曜

の
配
列
、
そ
し
て
北
斗
七
星
と
の
位
置
関
係
な
ど
の
解
釈
に
つ
い
て
も
更
な
る

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
。

四
宿
曜
師
と
北
斗
曼
荼
羅

前
章
で
検
討
し
た
通
り
円
形
式
北
斗
曼
荼
羅
は
、
請
来
さ
れ
た
既
成
の
曼

荼
羅
を
典
拠
と
し
た
の
で
は
な
く
、
天
文
図

・
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
な
ど
の
星
宿
配

位
を
意
識
し
た
要
素
が
看
取
さ
れ
、
古
代
天
文
学
や
密
教
占
星
術
の
延
長
線
上

か
ら
展
開
し
た
図
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
「
宿
曜
占
文
抄
」
か
ら
も
、

十
二
世
紀
初
め
頃
、
少
な
か
ら
ず
密
教
星
宿
法
に
秀
で
た
密
教
僧
や
宿
曜
師
（
図

12
)
が
、
当
時
の
陰
陽
寮
で
行
わ
れ
る
天
文
道

・
暦
道
に
付
随
し
て
中
国
の
古

天
文
学
と
占
星
の
知
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
め
、
百
済
よ
り
暦
本
、
天
文

・
地
理
書
、
遁
甲
方

術
之
書
が
も
た
ら
さ
れ
、
大
陸
の
天
文
な
ら
び
に
遁
甲
（
一
種
の
占
星
術
）
の

知
識
•
技
術
が
伝
播
し
た
。

仏
教
に
お
い
て
は
、
空
海
ら
入
唐
僧
に
よ
っ
て
請

来
さ
れ
た
『
宿
曜
経
』
を
典
拠
と
し
、
二
十
八
宿•
十
二
宮
・
九
曜
の
運
行
に

よ
り
人
の
運
命
、
吉
凶
禍
福
を
占
う
仏
教
占
星
術
と
も
い
わ
れ
る
宿
曜
道
が
成

立
す
る
。
し
か
し
『
宿
曜
経
』
に
は
運
勢
勘
申
の
際
の
基
本
的
な
概
念
を
示
し

て
は
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
暦
算
・
蝕
算
に
よ
り
星
の
位
置
を
推
算
し
、
十
二

宮
・
ニ
十
八
宿
の
関
係
か
ら
個
人
の
運
勢
を
占
う
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
後
の
、
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
に
宗
叡
が
請
来
し
た
『
都
利

幸
斯
経
』
『
七
曜
攘
災
決
』

「七
曜
二
十
八
宿
暦
」
等
は
「
宿
曜
経
」
と
同
様
に
、

七
曜
二
十
八
宿
の
吉
凶
、
占
星
術
に
関
わ
る
書
で
、
唐
代
後
期
密
教
経
典
な
ど

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
中
で
も
『
七
曜
攘
災
決
」
は
七
曜
の
攘
災
法
、
十
二

宮
の
方
位
と
そ
れ
に
対
応
す
る
七
曜
ご
と
の
吉
凶
占
や
、
二
十
八
宿
に
よ
り
月

ご
と
の
一
日
の
九
曜
位
置
を
示
す
表
を
収
め
る
な
ど
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
前
提

と
す
る
『
符
天
暦
』
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
作
成
に
と
っ
て
基
本
要
素
の
―
つ
で
あ
る
「
十
二
位
」
は
、
天
球
上
に

お
け
る
地
平
線
や
子
午
線
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
、
『
七
曜
攘
災
決
』
に 部分「鶴岡放生会職人歌合絵巻J宿曜師図12
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初
め
て
現
わ
れ
る
要
素
で
あ
る
（
但
し
、
位
で
は
な
く
宮
と
表
記
す
る
）
。
し

か
し
本
書
は
紺
月
一
日
の
九
曜
位
置
だ
け
で
精
密
な
表
を
載
せ
ず
、
こ
れ
だ

け
で
は
個
人
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
成
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『都

利
巾
斯
経
』
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
占
星
術
書
を
貞
観
年
間

（
七
八
五
＼
八

0
五
）
に
漢
訳
し
た
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
著
『
テ
ト
ラ
ビ
ブ
ロ

こ
印
―

ス

(
T
e
t
r
a
b
i
b
l
o
s
)
』
の
内
容
に
対
応
す
る
害
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
失
わ

れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
侠
文
か
ら
は
十
二
宮
と
七
曜
の
対
応
関
係
を
示
す
文

書
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
桃
裕
行
氏
は
、
宿
曜
師
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
十
六
通
の
宿
曜
勘
文

を
収
集
し
、
唐
曹
十
偽
の
手
に
よ
る
『
七
曜
符
天
暦
』
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
が
、
宿
曜
道
発
達
の
―
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
天
暦
七
年
（
七
五
三
）
、
天
台
山
の
徳
紹
よ
り
散
逸
経
典
の
繕
写
・
送
致

を
依
頼
さ
れ
、
天
台
座
主
延
昌
は
呉
越
国
に
日
延
を
派
遣
し
た
。
そ
の
際
に
、

陰
賜
•
天
文
・
暦
道
の
博
士
で
あ
っ
た
賀
茂
保
憲
は
公
家
に
奏
聞
し
て
、
新
修

暦
法
を
請
来
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
。

H
延
は
勅
宜
を
承
け
て
呉
越
国
に
渡

り
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
未
請
来
の
内
外
の
経
典
儀
軌
千
余
巻
を
携
え
て

帰
国
し
た
。
日
延
が
請
来
し
た
暦
法
は
賀
茂
保
憲
に
預
け
ら
れ
、
内
典
は
延
暦

寺
堂
宇
に
、
外
典
は
江
家
に
留
め
置
か
れ
た
。
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ
た
『
符
天

暦
』
を
用
い
、
暦
博
士
は
宜
明
暦
に
よ
っ
て
追
暦
を
行
い
、
時
に
符
天
暦
を
参

照
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
宿
曜
師
は
符
天
暦
を
積
極
的
に
利
用
し

造
暦
を
行
な
っ
て
い
た
。
宿
曜
師
達
は
個
人
の
運
勢
を
占
っ
た
宿
曜
勘
文
を
蒐

集
し
、
符
天
暦
の
積

B
を
用
い
、
常
数
・
算
法
に
よ
っ
て
独
自
に
惑
星
の
運
行

や
日
月
蝕
の
起
こ
る
位
置
・
時
刻
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
に
個
人
の
運
勢
を
占
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
宿
曜
道
は
平
安
中
期
以
降
徐
々
に
発
達

し
、
当
時
の
天
皇
・
貴
族
達
の
間
に
普
及
し
て
い
く
。

円
曼
荼
羅
の
構
成
に
は
宿
曜
経
•
月
蔵
経
な
ど
の
イ
ン
ド
系
星
宿
経
典
や
天

文
・
暦
法
の
知
識
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
宿
曜
占
文
抄
』
に
収
め
ら
れ
た
星
図
・
経
説
を
典
拠
に
し
て
、
円

曼
荼
羅
の
星
宿
が
構
成
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
、
天
文
や
暦
法
に
長

け
た
宿
曜
師
や
密
教
僧
が
曼
荼
羅
の
制
作
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
当
然
想
定

さ
れ
る
。
例
え
ば
台
密
系
の
宿
曜
師
は
、
俯
綱
に
任
じ
ら
れ
、
延
暦
寺
・
法
性

寺
座
主
と
な
る
僧
侶
が
多
く
、
ま
た
熾
盛
光
法
を
は
じ
め
と
す
る
北
斗
法
な
ど

の
密
教
星
宿
法
を
よ
く
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
天
台
座
主
慶
円
が
円
曼
荼
羅

を
創
案
し
た
と
い
う
説
も
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
や
天
文
•
暦
法
の
賓
料
を

有
し
て
い
た
延
暦
寺
の
台
密
系
の
宿
曜
師
に
よ
り
考
案
さ
れ
流
布
し
た
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
。
十
一
世
紀
以
降
、
密
教
星
宿
法
が
頻
繁
に
修
さ
れ
る
が
、

同
時
に
星
供
や
北
斗
法
、
或
い
は
本
椋
と
な
る
曼
荼
羅
に
も
阿
闇
梨
達
の
意
楽

に
よ
る
改
良
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
天
皇
・
貴
族
た
ち
個
人
の
本
命

星
を
供
養
す
る
こ
と
で
息
災
延
命
を
祈
念
す
る
修
法
の
恒
例
化
や
、
生
活
に

と
っ
て
重
要
な
天
文
や
暦
法
、
陰
陽
道
祭
祀
な
ど
の
需
要
の
高
ま
り
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
宿
曜
師
た
ち
も
、
自
ら
が
仕
え
る
貴
族
た
ち

の
た
め
に
宿
曜
勘
文
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
造
暦
に
関
与
す
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
院
政
期
以
降
は
星
供
•
北
斗
法
の
祈
祷
を
も
奉
仕
す
る
よ
う
に
な

(64) 
る
。
こ
う
し
た
密
教
星
宿
法
の
発
達
に
伴
い
、
修
法
に
則
し
た
形
で
本
尊
と
な

る
曼
荼
羅
の
展
開
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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結
び
に
か
え
て

以
上
、
結
論
と
し
て
、
円
使
荼
羅
が
天
文
図
や
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
図
を
基
に

考
案
さ
れ
た
曼
荼
羅
で
あ
る
と
す
る
松
浦
氏
の
説
に
賛
同
し
、
『
宿
曜
占
文
抄
』

に
収
め
る
北
斗
曼
荼
羅
・
天
文
図
・
経
説
を
提
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
成
立
に

宿
曜
師
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
円
使
荼
羅
を
天
台
座
主
慶
円

が
考
案
し
た
説
は
、
延
暦
寺
・
法
性
寺
座
主
に
関
わ
り
の
あ
る
台
密
系
宿
曜
師

が
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
逸
話
の
一
っ
と
し
て
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
後
に
、
延
暦
寺
で
用
い
ら
れ
た
円
曼
荼
羅
が
南
都
東
密
の
宿
曜

師
に
流
通
し
、
そ
の
僧
が
法
隆
寺
別
当
職
に
任
じ
ら
れ
、
法
隆
寺
に
現
存
す
る

円
形
式
北
斗
曼
荼
羅
が
伝
え
ら
れ
制
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
『
宿
曜
占
文
抄
』
の
円
曼
荼
羅
に
つ
い
て
、
天
台
座
主
で
あ
り
園
城
寺
長
吏

を
務
め
た
康
済
を
充
て
る
説
は
、
南
都
東
密
の
宿
曜
師
に
よ
る
、
延
暦
寺
や
台

密
の
宿
曜
師
を
意
識
し
た
便
宜
上
の
解
釈
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

い
ず
れ
に
せ
よ
円
曼
荼
羅
が
制
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
個
人
の
本
命
星
を

る。供
養
す
る
道
教
的
密
教
星
宿
侶
仰
の
需
要
の
高
ま
り
が
あ
り
、
宿
曜
師
が
古
代

天
文
•
暦
法
の
知
識
を
曼
荼
羅
の
構
成
理
論
に
応
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
こ

う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
通
り
、
北
斗
曼
荼
羅
の
円
形
式
と
方
形
式
を
そ
れ
ぞ
れ

比
較
す
れ
ば
、
星
宿
配
置
や
方
位
観
な
ど
の
構
成
理
論
、
或
い
は
思
想
背
景
も

全
く
別
の
所
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
方
・
円
両
形
式
の
相
互
関
係

に
つ
い
て
は
、
修
法

H
的
に
応
じ
て
曼
荼
羅
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
た
と
す
る
松

原
氏
の
成
や
、
古
代
中
国
の
宇
宙
観
に
基
づ
く
天
円
地
方
の
思
想
や
金
胎
両
部

の
教
義
を
反
映
し
た
と
す
る
松
浦
氏
の
説
が
あ
る
が
、
未
だ
具
体
的
な
結
論
を

導
き
出
す
に
は
至
ら
な
い
。
ま
た
先
に
も
触
れ
た
が
、

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
と
っ

て
重
要
な
要
素
で
あ
る
七
曜
の
構
成
や
、
北
斗
七
星
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
今
後

も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

も
調
介
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
図
版
出
典
]

図
l
、
3
、
6
、
10
、
翻
刻
図
版

貞
保
亨
編
『
別
淳
曼
荼
羅
』
毎

H
新
聞
社
、

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
部
第
七
巻
。

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
善
本
図
録
』
東
京
大
学
出
版
、
一
九
八
八
年
。

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
道
教
の
美
術
』
読
売
新
聞
社
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
二

0
0
九
年
。

大
崎
正
次
『
中
国
の
星
座
の
歴
史
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
。

図
2
図
4
図
5
図
7
図
8
図
9
図
11

図
12

〔
附
記
]

執
箪
者
作
成
。

一
九
八
五
年
。

佐
和
隆
研
•
濱
田
隆
編
『
密
教
美
術
大
観
』
第
四
巻
、
朝
日
新
聞
社
、

『
続
群
書
類
従
』
九

0
八゚

『
国
華
』
七
四
一
号
、

一
九
八
四
年
。
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一
九
五
三
年
。

『
宿
曜
占
文
抄
』
の
写
真
提
供
、
調
在
及
び
翻
刻
に
あ
た
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
高
山
寺
小

川
千
恵
住
職
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
介
団
の
石
塚
晴
通
先
生
、
並
び
に
調
査
員
の
皆
様
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
翻
刻
に
あ
た
り
、
天
台
宗
典
編
慕
所
編
輯
員
藤
平
寛
田
氏
よ

り
多
大
な
る
御
助
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註(
l
)

『
大
正
蔵
』
七
十
八
、
四
―
四

a
o
（
引
用
箇
所
の
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
割
往
は
括
弧
で
括
っ

た。）

(
2
)

『
大
正
蔵
』
七
十
九
、
五
五
一

C
o

(
3
)
た
だ
し
『
玄
秘
抄
』
と
『
四
家
紗
図
像
』
は
、
諸
尊
の
構
成
が
や
や
異
な
る
。
松
原
智
美
氏
は
、



『
玄
秘
抄
』
巻
四
の
奥
書
か
ら
、
根
本
抄
、
勝
賢
が
注
を
加
え
た
本
、
略
本
の
三
本
が
あ
り
、

そ
れ
そ
れ
数
箇
条
の
異
同
が
見
ら
れ
、
『
玄
秘
抄
』
所
収
の
曼
荼
羅
は
根
本
抄
に
、
『
四
家

紗
図
像
』
所
収
の
曼
荼
羅
は
勝
賢
勘
注
本
に
依
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

松
原
智
美
「
北
斗
晏
荼
羅
の
方
形
式
と
円
形
式
ー
成
立
の
経
緯
と
曼
荼
羅
デ
ザ
イ
ン
理
論

か
ら
の
解
釈
ー
」
（
『
奈
良
美
術
研
究
』
六
、
早
稲
田
大
学
奈
良
美
術
研
究
所
、

'
1
0
0
八
年
）

(
4
)
香
川
・
与
田
寺
、
奈
良
・
帯
解
寺
な
ど
、
江
戸
時
代
以
降
の
彩
色
遺
品
は
確
認
さ
れ
て
い

る
。
武
田
和
昭
『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、

一
九
九
五
年
）
八
八
頁
。
初
出
「
北

斗
曼
荼
羅
の
成
立
と
展
開
」
（
『
密
教
図
像
』
十
一
、
一
九
九
二
年
）

(
5
)

『
大
正
蔵
図
」
五
、
四
0
―-
b
o

(
6
)
台
密
皇
慶
（
九
し
七
¥
1
0
四
九
）

の
口
説
を
長
宴

(
1
0
一
六

1
1
0
八
一
）
が
記
し

た
『
四
卜
帖
決
』
に
は
「
北
斗
曼
荼
羅
本
法
不
説
之
。
故
諸
説
不
同
也
。
随
意
楽
也
。
」
（
『
大

正
蔵
』
じ
十
五
、
八
七
九
C
)

と
、
十
一
世
紀
の
初
め
に
は
、
す
で
に
北
斗
曼
荼
羅
の
典

拠
と
な
る
教
軌
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

(
7
)
武
田
氏

(
4
)
論
文
、
第
三
章
「
北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
と
展
開
」
七
十
七
-
1
0
四
頁
。

(
8
)
林
温
「
妙
見
菩
薩
と
星
曼
荼
羅
」
(
『
H
本
の
美
術
』
三
七
七
、
至
文
堂
、

一
九
九
七
年
）

(
9
)
松
原
氏

(
3
)
論
文
。

~
 10 

『
大
正
蔵
』
二
十
一
、
四
五
七
b
ー
四
五
九

a
o

(11) 
『
大
正
蔵
』
七
十
八
、
五
五

c
I五
七

a
o

(12) 
『
大
正
蔵
』
七
十
六
、
四
五
五
b
o

(13)
山
下
克
明
氏
に
よ
り
、
天
徳
四
年
（
九
六

0
)
の
天
台
僧
尋
真
の
北
斗
法
を
は
じ
め
、
台

密
僧
に
よ
る
星
供
修
法
例
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
下
克

明
霊
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
（
岩
田
書
院
、

道
の
形
成
と
展
開
」
（
『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
古
代
学
研
究
会
編
、
吉
川
廣
文
館
、

一
九
九
六
年
）
、
初
出
「
宿
曜

一
九
九

0
年）

(14)
松
浦
清
石
星
曼
荼
羅
の
成
立
と
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
ー
円
曼
荼
羅
の
構
成
原
理
を
中
心

に
ー
」
(
[
密
教
美
術
と
歴
史
文
化
』
法
蔵
館
、
二

0
-
―年）

(15)
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
介
団
発
行
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
を
確
認
し
た
だ
け

で
、
星
宿
関
係
の
経
軌
は
優
に
六

i
点
を
数
え
る
。

~ 

16 

『
大
正
蔵
図
』
七
、
七

0
五
ー
し
三
六
頁
。
高
山
寺
典
藉
文
書
綜
合
調
介
団
編
『
高
山
寺
善

本
図
録
』
（
東
京
大
学
出
版
、

一
九
八
八
年
）
図
版
九
四
、
解
説
三
八
貞
。
『
高
山
寺
経
蔵

典
籍
文
書

H
録
（
以
下
省
略
）
』
重
書
二
三
。

17 
ヽ

『
高
山
寺
善
本
図
録
』
図
版
八
、
解
説
一
五
頁

(
l
|二
1
0
六）。

ま
た
、
森
暢
「
證
印
本
廿
八
宿
岡
に
就
い
て
」
（
『
画
説
』

ニ
八
、
一
九
三
九
年
）
に
図
版
・

論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

18)

『
大
正
蔵
図
』
七
、
九
六
九
ー
九
七
一
!
!
頁。

『
欧
米
日
本
絵
画
集
成
ー
在
外
秘
宝
ー

仏
教
絵
画
・
大
和
絵
•
水
墨
画
]
（
学
習
研
究
所
、

一
九
六
九
年
）
五
二
貝
°

9
)
 

(
l
 
『
高
山
寺
善
本

H
録
』
図
版
九
五
、
解
説
三
八
頁

(
I
I
|
-
―
―
七

(20)
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
で
あ
る
『
法
鼓
豪
聖
教
目
録
』
『
高
山
寺
経
蔵
内
聖
教
内
真
言
書

H
録』

な
ど
に
こ
の
書
名
が
無
い
こ
と
か
ら
、
元
の
書
名
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

21 

『
二
中
歴
』
「
宿
曜
師
」
の
項
に
は
次
の
通
り
。

宿
曜
師

法
蔵
（
法
蔵
）

利
源
（
闇
梨

仁
宗
（
五
師
）

仁
廂
（
法
蔵
弟
子
）

仁
統
（
五
師
）

扶
宜
（
禄
命
）

良
湛
（
扶
宜
子
禄
命
）

忠
充
（
仁
詐
弟
子
）

増
命
（
仁
統
姪
子
）

昭
（
仁
統
弟
子
）

彦
昨
（
仁
統
弟
子
）

能
算
（
仁
統
弟
子
）

清
昭
（
法
蔵
成
忠
子
）

恒
舜
（
僧
都
）

尊
源
（
法
眼
増
命
弟
子
）

国
空
（
同
）

賢
逼
（
法
印
）

慶
増
（
大
僧

都

良
祐
（
闇
梨
、
賢
退
弟
子
）

日
覚
（
良

明
算
（
能
算
弟
子
）

祐
弟
子

(22)
山
下
氏

(13)
論
文
三
三
四
ー
三
四
二
頁
参
照
。
宿
曜
師
系
図
は
三
三
六
頁
を
参
照
。

(23) 
『
真
言
宗
全
書
」
三
十
九
、
一
―
―
上
。

(24) 
『
西
大
寺
別
当
次
第
』

の
記
事
よ
り
典
福
寺
僧
で
あ
る
こ
と
が

や
『
法
隆
寺
別
当
次
第
』

確
認
さ
れ
て
い
る
。
山
下
氏

(13)
論
文
三
四
0
頁
参
照
。

(25)
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
真
言
宗
中
院
流
の
明
算
や
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
み
え
る
藤

原
氏
出
身
の
園
城
寺
の
明
算
と
は
別
の
人
物
で
あ
る
。
山
下
氏

(13)
論
文
三
六
五
頁
参
照
。

(26)
陽
明
文
庫
『
御
堂
御
記
抄
』
長
徳
元
年
紙
背
文
書
（
桃
裕
行
「
宿
躍
道
と
宿
曜
勘
文
」
『
立 證
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正
史
学
』
三
九
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

(27) 
『
僧
綱
補
任
』
（
平
林
盛
得
・
小
池
一
行
編
『
五
十
音
引
僧
綱
補
任
僧
歴
綜
覧
ー
推
古

三
十
二
年

1
元
暦
二
年
』
笠
間
書
院
、

一
九
七
六
年
）
面
明
算
」
の
項
参
照
。

(28) 
『
中
右
記
』
及
び
『
永
昌
記
」
嘉
承
元
年
十
二
月
一
日
条
。
他
『
永
昌
記
』
同
二
年
五
月

――
-
H条
。
『
中
右
記
』
天
永
三
年
九
月
一
日
条
。

29 
ヽ

『
殿
暦
』
天
仁
元
年
五
月
一
日
条
、
同
天
仁
二
年
十
二
月
十
六
日
条
。

(30)
「
僧
深
算
書
状
」
『
東
寺
年
中
雑
事
』
紙
背
文
書
（
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
九

醍
醐
寺
文
書
之
五
』
第
八
函
、
九
七
二
）
。

(31)
宮
崎
健
司
「
『
足
見
禅
紗
」
所
引
『
私
教
類
緊
』
逸
文
に
つ
い
て
（
覚
書
）
」
（
『
国
書
逸
文
研

究
』
二
七
、
一
九
九
四
年
）

(32)
遠
藤
慶
太
「
高
山
寺
『
宿
曜
占
文
抄
』

の
伝
記
史
料
」
（
『
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
報
』

二
―
八
、
二

0
0
八
年
）

(33)
詳
細
に
は
『
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶
時
日
善
悪
宿
曜
経
』
。
八
世
紀
に
唐
不
空

に
よ
り
訳
出
さ
れ
た
密
教
教
典
で
、
七
曜
・
十
二
宮
・
ニ
十
七

（
二
十
八
）
宿
よ
り
、
人

の
生
年
日
か
ら
運
命
や

H
々
の
吉
凶
を
占
察
す
る
教
典
で
、
上
下
二
巻
あ
る
。
『
大
正
蔵
』

二
十
一
、
三
八
七
ー
三
九
九
頁
に
収
録
。

(34)
北
斗
法
の
早
い
例
で
は
、
先
述
の
天
暦
年
中
（
九
四
七
＼
九
五
七
）
香
隆
寺
寛
空
が
内
裏

で
厳
修
し
た
北
斗
法
や
（
『
玄
秘
紗
』
）
、
天
徳
四
年
（
九
六

0
)
十
二
月
十
七
日
の
尋
真

に
よ
る
北
斗
七
星
法
（
『
村
上
天
皇
御
記
』
）
、
同
師
に
よ
る
応
和
三
年
（
九
六
三
）
六
月

の
修
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
十
―

-
H
(
「
村
上
天
皇
御
記
』
）

(35)

道
鏡
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
孝
謙
天
皇
の
病
を
宿
曜
秘
法
に
よ
っ
て
平
癒
し
た
記
述
が
見

ら
れ
る
。
堀
池
春
峰
孟
追
鏡
私
考
」
（
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下
、
法
蔵
館
、

一
九
八
二

年
）
所
収
、
初
出
（
『
芸
林
』
八
ー
五
、
一
九
五
七
年
）

36)
福
山
敏
夫
「
洛
北
の
霊
厳
寺
」
(
「
H
本
建
築
史
研
究

続
編
』
墨
水
書
房
、
一
九
七
一
年
）

斤
又
o

-P"り

(37)
遠
藤
氏

(32)
論
文
―
四
貞
参
照
。

(38)
牧
野
和
夫
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
一
末
第
六
話
「
一
行
阿
闇
梨
流
罪
事
」
と
「
天
道
」

の
こ
と
」
（
水
原
こ
珈
『
古
文
学
の
流
域
』
新
典
社
、

一
九
九
六
年

＾ 39 
『
四
家
紗
図
像
』
巻
下
[
普
通
流
布
マ
ン
ダ
ラ
（
梵
文
こ
二
大
正
蔵
図
』
三
ヽ
九

O

ニ

が
流
布
本
と
し
て
現
存
す
る
。
他
に
も
図
像
類
で
は
、
『
図
像
抄
』
（
『
大
正
蔵
図
』
三
、

五
四
）
、
『
覚
禅
紗
』
北
斗
法
（
『
大
正
蔵
図
』
五
、
四

0
1
―
-
）
所
収
。

な
お
寛
助
様
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

松
浦
清
「
北
斗
曼
荼
羅
の
構
成
原
理
と
中
尊
の
性
格
に
つ
い
て
ー
大
阪
・
久
米
田
寺
本
を

中
心
に
ー
」
（
『
軍
記
物
語
の
窓
』
三
、
和
泉
書
院
、
二

0
0
七
年
）

拙
稿
「
大
阪
・
久
米
田
寺
所
蔵
北
斗
曼
荼
羅
に
関
す
る
一
考
察
ー
図
像
の
機
能
と
制
作
背

景
ー
」
（
『
美
術
史
』

一
七
一
号
、
二

0
-
―年）

0
)
 

(
4
 
『
大
正
大
蔵
経
』
二
十
一
、
三
八
七
b
o

(41) 
『
七
曜
攘
災
決
』
（
『
大
正
蔵
』
二
十
一
、
四
二
六
ー
四
五
二
）
『
七
曜
手
決
』
に
つ
い
て
は
、

応
和
元
年
（
九
六
一
）
法
蔵
が
賀
茂
保
憲
と
論
争
す
る
中
で
、
本
命
宿
を
定
め
る
上
で

先
の
二
書
と
『
宿
曜
経
』
下
、
「
玄
中
録
』
『
新
定
宿
曜
経
』
を
証
と
し
て
掲
げ
て
い
る

（
た
だ
し
、
本
書
で
は
「
七
曜
乎
決
」
と
表
記
す
る
）
。
『
小
野
類
秘
紗
』
（
『
真
言
宗
全
書
』

三
十
六
、
八
四
頁
）
参
照
。

な
お
『
宿
曜
占
文
抄
』

の
孔
雀
経
図
の
註
記
に
て
、

二
十
八
宿
の
昴
宿
を
首
に
定
め
る
典

拠
に
つ
い
て
『
玄
中
録
』
『
新
定
（
撰
）
宿
曜
経
』
を
列
挙
し
て
い
る
。

(42)
外
周
の
円
に
つ
い
て
は
、
白
道
も
し
く
は
黄
道
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
白
道
の
場
合
、

天
球
を
一
周
す
る
度
に
位
置
を
変
え
る
の
で
黄
道
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
④
格
子

月
進
図
の
註
記
に
「
子
規
径
井
黄
道
赤
道
也
」
と
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
外

周
は
黄
道
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

(43)
宜
明
暦
は
、
日
本
で
貞
観
四
年
（
八
ニ
―
-
）
か
ら
貞
享
元
年
(
-
六
八
五
）
ま
で
と
、
暦

の
中
で
も
最
も
長
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
唐
の
徐
昴
が
編
纂
し
、
天
安
三
年
（
八
五
九
）

に
渤
海
使
が
も
た
ら
し
た
。

~ 

44 

こ
の
天
文
図
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
元
豊
年
間

(
1
0
七
八
-
1
0
八
五
）

の
観
測
に
よ

る
。
藪
内
清
『
中
国
の
天
文
暦
法
』
（
平
凡
社
、

一
九
六
九
年

―
二
五
頁
参
照
。

(45)
井
本
進
「
ま
ぼ
ろ
し
の
星
宿
図
」
（
『
天
文
月
報
』
六
十
五
ー
十
一
、
一
九
七
二
年
）

(46)
井
本
氏
は
西
暦
―

1
0
0
年
頃
に
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
崎
正
次
氏
は
、
赤
経
と

赤
緯
に
七
百
年
の
誤
差
を
指
摘
し
、
東
晋
末
か
ら
六
朝
宋
代
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か

-110-



し
宮
島
一
彦
氏
は
、
蘇
州
天
文
図
と
春
秋
分
点
が
一
致
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

1
0
0
年

頃
の
天
文
図
と
す
る
こ
と
に
賛
同
し
て
い
る
。
以
上
、
大
崎
正
次
「
『
格
子
月
進
図
』
に

つ
い
て
の
調
介
報
告
ー
日
本
に
伝
存
さ
れ
た
最
古
の
中
国
星
図
ー
」
（
『
中
国
の
星
座
の
歴

史
」
雄
山
閣
出
版

一
九
七
八
年
）
参
照
。
宮
島
一
彦
「
日
本
の
古
星
図
と
東
ア
ジ
ア
の

犬
文
学
」
（
『
人
文
学
報
』
八
十
二
、
一
九
九
九
年
）

(47)
火
羅
図
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

貞
鍋
俊
照
「
火
羅
図
の
図
像
と
成
立
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
―
―

-
O
I二
、
一
九
八
二
年
）

武
田
氏

(
4
)
論
文
、
第
五
章
「
東
寺
蔵
・
火
羅
図
の
分
析
」

―
―
―
七
ー
一
五
三
頁
。
初

出
「
東
寺
蔵
・
火
羅
図
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
九

0
、
一
九
九
三
年
）

真
鍋
俊
照
「
火
羅
図
の
図
像
と
成
立
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
―
―

1
0
ー
ニ
、
一
九
八
二
年
）

~ 

48 

『
大
正
蔵
』
十
九
、
四
一
五
ー
四
三
九
o

，
 

(
4
 
『
大
方
等
大
集
経
』

の
前
半
は
曇
無
識
訳
で
あ
る
が
、
後
半
の
日
蔵
•
月
蔵
分
は
那
連
提

耶
遮
の
訳
と
さ
れ
て
い
る
。
『
大
正
蔵
』
十
言
、
三
四
一
ー
三
四
二
。

(
5
0
)なお
⑦
月
蔵
経
説
図
に
は
、
同
心
円
上
の
二
重
目
•
三
重
H

の
区
画
を
竹
簸
の
よ
う
な
道

具
で
線
を
引
き
十
．
一
等
分
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
た
。

ヘ

51 

『
天
台
座
主
記
』
（
渋
谷
慈
鎧
、
第
一
書
房
、

二
九
頁
）
、
『
本
朝
高
僧
偲
』

一
九
七
三
年
、

巻
八
（
『
日
仏
全
』

1
0
二
、
一
四
一
頁
）
、
『
寺
門
高
僧
伝
』
等
参
照
。

(52 

『
小
右
記
』
長
和
四
年
閏
六
月
九
日
・
十

H
条。

(53)
矢
野
道
夫
『
密
教
占
星
術
ー
宿
曜
道
と
イ
ン
ド
占
星
術
ー
』
（
東
京
美
術
、

一
九
八
六
年
）

五
0
頁。

(54)
松
浦
氏

(14)
論
文
。

(55)
現
存
す
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
図
に
は
、
天
永
一
―
一
年
（

―
―
―
-
）
作
成
の
図
と
文
永
五
年

（
一
―
―
六
八
）

の
図
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
宿
曜
運
命
勘
録
」
『
続
群
書
類
従
』

九
0
八
、
「
宿
曜
御
運
録
」
『
六
条
有
康
氏
所
蔵
文
書
』
史
料
編
纂
所
影
写
本
に
所
収
。

6
)
 

(
5
 
『
大
正
蔵
』
二
十
一
、
四
五
―

-
b
o

(57)
矢
野
氏

(53)
論
文
三
五
ー
三
七
頁
。

(58)
山
下
氏

(13)
論
文
、
二
九
六
ー
ぞ

O
五
頁

(59)
矢
野
氏

(53)
論
文
、
三
七
ー
四
0
頁。

60 

暦
算
類
に
、
「
都
利
串
斯
経
二
巻
〔
貞
観
中
、
都
利
術
志
李
弥
乾
伝

『
新
唐
書
』
芸
文
志

自
西
天
竺
、
有
璃
公
者
訳
其
文
、
〕
」
と
あ
る
。

詳
細
は
藪
内
清
氏

(44)
論
文
「
唐
代
に
お
け
る
西
方
天
文
学
」

一
七
七
ー
一
八
六
頁
。

(61)
桃
裕
行
「
宿
曜
道
と
宿
曜
勘
文
」
（
『
立
正
史
学
』
三
九
、
一
九
七
五
年
）

(62)
山
下
氏

(13)
論
文
、
三
三
七
頁
。

(63)
速
水
侑
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）

―
―
八
I

―
ニ
ニ
頁
。

(64)
院
政
期
に
は
宿
曜
師
に
よ
る
占
星
、
宿
曜
勘
文
の
作
成
以
外
に
も
祈
祷
修
法
が
活
発
化
す

る
。
例
え
ば
、
典
福
寺
の
珍
賀
や
園
城
寺
の
慶
算
ら
の
星
供
修
法
が
顕
著
で
あ
る
。

戸
田
雄
介
「
宿
曜
師
の
院
政
期
ー
珍
賀
と
慶
算
を
中
心
に
ー
」
（
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』

十
四
、
二

0
0
六
年
）
参
照
。

宇
代
貴
文
（
う
じ
ろ
・
た
か
ふ
み
）

二
0
0
三
年

二
0
1
0
年

京
都
精
華
大
学
芸
術
学
部
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
在
籍

現
在
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高
山
寺
『
宿
曜
占
文
抄
』
翻
刻

凡
例-

、
『
宿
曜
占
文
抄
』
（
裔
山
寺
所
蔵
、
第
一
部
―
二
七
）
の
、
法
皇
注
進
図
[
第
二
懲
か
ら
円
北
辰
北
斗

中
斗
南
斗
」
平
前
迄
[
第
十
七
紙
]
と
奥
書
[
第
二
卜
九
紙
]
を
翻
刻
し
た
o

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
原
典
を
尊
重
し
、
異
体
字
は
正
字
に
改
め
た
。
但
し
固
有
名
詞
に
は
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
場

合

が

あ

る

。

（

例

而

↓

圏

、

酎

↓

剛

、

一

所

↓

所

）

一
、
紙
損
箇
所
は
[
'
’
ど
表
記
し
、
三
文
字
以
上
の
場
合
は
[
]
で
括
っ
た
F

ま
た
紙
損
箇
所
て
前
後
の
文
章
か
ら
判
断
で

き
る
文
字
は
ん
に
括
弧
で
補
い
、
推
測
に
依
る
部
ハ
A
培
ー
忍
と
示
し
た
3

、
墨
書
に
よ
る
訓
占
公
返
り
点
・
ル
ビ
・
送
り
仮
名
）
が
部
ハ
忍
切
に
付
さ
れ
て
い
る
。
原
典
を
尊
重
し
て
表
記
し
た
が
、
返
り

点
は
省
略
し
、
ル
ビ
と
送
り
仮
名
は
残
し
た
3

ま
F試
互
に
、
読
点
「
、
」
中
点
「
．
」
を
付
し
た
3

一
、
改
行
・
段
洛
字
下
げ
は
原
典
を
尊
重
し
つ
つ
、
筆
者
の
判
断
で
体
裁
を
整
え
た
3

ま
た
紙
継
ぎ
箇
所
に
は
第
0
紙
]
と

示
し
た
3

一
、
裏
書
は
、
当
該
箇
所
に
[
裏
圭
早
り
]
と
表
記
し
ヽ
第
+
七
紙
後
に
こ
炉
し
た
F

一
、
朱
書
は
曲
、
朱
占
袢
豆
●
で
表
記
す
る
。

（
表
題
）
宿
曜
占
文
抄

文
治
四
年
意

（
本
文艮

卯

子乾

酉

法
皇
注
進
圏
是
也
、
朱
書
被
直
居
之
定
也
、
但
北
斗
者

非
七
星
純
之
女
形
安
置
、
普
通
之
俗
像
尽

〔
第
．
紙
〕

巽

朱
書
は
太
字
。

北
斗
七
星
「
貪
」
「
巨

「
禄
」
「
文
」
「
廉
」
「
武
」

「
破
」
「
神
（
輔
力
）
」

を
囲
む
円
は
朱
書

午

-112-

坤

〔
第
一
―
紙
]



呂

第

二

紙

J
 

非
引

'-!:: 至

北
ー
・
南
ー
・
天
枠
閉
を

朱
自
げ
太
字
て
表
記

紺
は
朱
情

k
十
点
レ
線
‘

ー
八
布

度
を
等
八
fJ
す
る
線
と
赤
消

耳

個
圏
可
見
也
、
串
斯
経
・
攘
災
決
•
手
決
•
新
術
等
圏
、

令
ド
同
力
）

雖
在
四
七
宿
度
之
□
口
、
皆
無
二
六
宮
位
之
相
違
、

｛
天
力
）

格
子
月
進
其
ロ
一
圏
、
俯
圏
仰
口
可
廻
見
也
、
但
於
廿
八
宿
口
度
行
雖

ふ

竺

口

以

力

）

（
北
力
）
□
正
方
本
位
依
註
七
曜
之
両
道
、
無
□
宿
口
之
運
轄
口
論
、
子
規

径
井
黄
道
赤
道
度
也
、
日
月
五
星
之
逍
、
秋
分
与
赤
遣
至
、
夏
至
赤

道
匝
追
‘
[
い
い
八
春
分
与
赤
道
至
、
夏
至
赤
道
極
遠

J
t□い
極
〗
）

周
ロ
ニ
百
六
十
五
度
四
分
之
一
、
従
天
心
至
天
邊
二
日
四
十
六

イ
タ
リ

度
、
凡
廿
八
宿
距
度
□
‘
去
中
極
距
星
□
‘
列
＇
宿
黄
道
赤

道
也
、

裏
書
ア
リ

俯
圃
仰
天
可
廻
見
、
之
格
子
月
進
圏
同
前
也
与
‘

等
、
雖
有
彼
是
全
個
’
俯
、
廿
八
宿
之
度
分
無
□
ロ
宿
曜
観
之
圏
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坤

西

r
1
9
J
 

―た
l
]
-―

一点一

朱
昌
は
太
字
。
北
斗
七
星
は
朱
書
。

L
9
9
」

計 H

[
第
四
紙
〕

金

水火
図
H羅

木卯

艮

ヒ

ヲ

下

国

）

ニ

恨
圏
可
廻
見
、
如
宿
曜
純
圏
、
癸
向
北
於
口
者
、
十
二
宮
廿
八

宿
日
月
木
金
各
如
本
位
也
、
但
可
在
日
月
之
上
者
下
坐
、
可

在
羅
計
之
下
者
上
坐
、
又
火
水
二
曜
子
午
之
位
雑
似
、
有

参
差
依
向
南
於
面
之
故
敗
‘
●
火
羅
圏
云
、
蝕
神
頭
従

正
月
至
年
終
、
常
居
張
粟
二
宿
、
蝕
神
尾
従
正
月
至
年
終
、

常
居
危
室
二
宿
ぐ

イ

ハ

サ

ス

今
案
、
若
於
正
月
□
指
北
斗
魁
罰
敗
、
所
以
何
者
、
危
子

ク

シ

（

大

）

方
之
宿
、
張
午
方
之
宿
也
、
孔
子
元
辰
云
、
子
午
者
為
口

タ

レ

／

ナ

リ

地
之
観
、
斗
第
一
及
第
七
ノ
魁
窟
両
星
、
亦
是
斗
之
経
、
建

う

サ

ス

所
口
指
也
者
、
又
案
、
五
行
大
義
、
斗
星
之
柄
者
、
辰
天
翌

て
自
）
ス
ト

羅
眼
也
、
斗
魁
之
[
,
'
]
者
、
戌
河
魁
計
都
也
、
防
正
月
建

キ

チ

ス

ヲ

レ

リ

（

室

）

寅
斗
柄
、
夕
戌
時
則
指
寅
也
、
戌
充
迅
晶
□
危
、
暁
寅
時

則
指
午
也
、
已
午
富
駕
張
、
凡
依
歴
五
辰
之
故
也
、
自
戌

至
寅
、
自
寅
至
午
、
自
午
至
戌
是
也
、

7
什
）

陰
陽
書
云
、
羅
眼
9
9
9
]

地
名
黄
幡
、
大
歳
五
行
之
墓
也
、

ナ

リ

ソ

フ

ス

ル

コ

ト

キ

ヲ

シ

カ

ウ

ン

ノ

ス

ト

ヘ

ニ

イ

フ

□

色

黄

、

凡

封

樹

如

強

幡

、

以

黄

為

野

故

云

幡

也

、

計

イ
フ

ル

ヲ

ニ

ク

都
在
地
名
豹
尾
、
大
歳
墓
之
所
＇
衝
也
、
謂
真
戸

i:']

カ

フ

テ

ヘ

/

シ

ッ

ナ

ル

コ

ト

ク

ノ

所
指
随
而
〖
や
動
速
疾
如
豹
尾
也
、
豹
有
君
子
ル
ヲ

ニ

テ

ヲ

カ

タ

ト

ル

之
喩
、
故
取
尾
象
之
、
大
馬
有
尾
之
類
、
並
在
四
季

戊

こ
為
士
位
，
’
]
士
位
者
戌
己
辰
戌
丑
羊
方
也
、
戊
者

（与）

巳
□
丙
之
間
、
己
者
丁
与
未
之
間
也
、
若
依
此
由
、
羅

眼
以
巽
方
為
本
位
、
計
都
以
坤
為
本
位
敷
、
但

ナ

リ

ト

ル

戊

（

壬

）

ス

雖
丑
戌
士
位
、
只
用
戌
己
辰
未
賊
、
故
六
□
橿
機
純

（

位

）

カ

チ

シ

ニ

タ

ク

シ

テ

ハ

戊

云
、
戌
己
之
日
者
戌
己
中
宮
無
有
、
方
口
分
主
四
季
託

量
二

戊

至
、
六
月
戌
寄
＇
居
於
置
己
寄
治
於
丁
也
、
骰
令
戊
己

ナ

フ

ノ

ル

ヲ

リ

日

占

事

富

量
-19

上
是
為
戊
位
、
己
日
占
事
営
丁
上
是

ハ

ル

カ

ノ

井
ノ

為
己
位
也
、
又
云
‘
ザ
宜
，
’
]
戸
維
、
戊
己
者
戊
用
丙
上
神
太
一
、

己
用
丁
上
神
小
吉
也
者
、

基
公
北
斗
十
二
宮
九
曜
廿
八
宿
形
像
圏
抄
引
火
羅
圏

云
、
正
月
雙
魚
宮
乃
至
十
二
月
賓
瓶
宮
云
と

今
案
彼
圏
、
口
宿
曜
経
古
新
両
圏
等
、
或
宮
之

上
在
列
宿
、
或
宿
之
下
在
置
宮
、
或
宮
名
者
裳
於

宿
、
或
宿
名
者
裳
於
宮
、
如
此
之
間
、
宮
宿
之
名
五
有
、

コ

ン

ク

ワ

イ

リ

ニ

混
＇
會
似
無
差
別
也
、
故
以
充
毎
月
朔
望
之
宿
、
偏

ヒ
ヽ
タ
ケ

知
賞
十
二
宮
之
月
也
、
初
以
雙
魚
宮
非
充
正
月
、
此

シ
ル
ス

宮
上
在
室
、
注
正
月
朔
宿
也
、
其
宮
宿
在
左
突

●
正
月
人
馬
●
二
蝸
虫
●
三
秤
量
●
四
小
女
●
五
師
子
●
六
膀
蟹

•
口
□
陽
●
八
青
牛
●
九
白
羊
●
十
雙
魚
●
十
一
賓
瓶
●
十
二
磨
蝠

●
正
朔
室
壁
翼
●
二
奎
角
●
一
二
胃
弓
一
●
四
畢
心
●
五
参
箕
●
六
鬼
女

●
七
張
室
●
八
角
婁
●
九
豆
昴
●
十
心
背
●
十
一
斗
鬼
●
十
二
虚
星

〔
第
万
紙
]
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午
朱
書
は
太
字
で
表
記
3

互

恨
圏
可
見
、
以
朱
書
者
、
雖
観
説
定
、
順
逆
、
個
俯
不
叶
天

文
、
初
不
可
敗
、
孔
雀
経
云
、
以
昴
為
東
方
第
一
宿
？

（
住
於
）

又
昴
及
柳
七
宿
戸
□
東
門
、
星
及
弓
一
七
宿
住
於
南

門
、
房
及
女
七
宿
住
於
西
門
、
虚
及
胃
七
宿
住
於
北
門
、

タ
チ
タ
リ

守
護
四
方
者
、
又
日
蔵
純
四
方
ヒ
宿
賞
於
四
門
、
[
〗

護
四
方
□
得
安
穏
、
此
説
同
前
、

●
梵
天
経
陰
腸
首
尾
三
合
法
云
、
室
奎
昴
三
宿
是
東

方
春
位
之
宿
陽
尾
、
特
鬼
張
一
二
宿
是
南
方
夏
位

困
八
囲
J
L
閑
十

之
宿
陽
首
、
角
JL

弓
三
宿
是
西
方
秋
位
之
宿
陰
尾
、

也
ー
一
生

t
―
相
正

箕
女
虚
二
宿
是
北
方
冬
位
之
宿
陰
首
ぷ
こ

（
一
月
）

西
天
以
二
月
為
正
月
、
故
始
自
□
口
朔
室
、
次
第
朔
宿
各
所
充
量
也
、

•
二
朔
室
●
三
奎
●
四
昴
●
五
背
●
六
鬼
●
七
張
●
八
角
●
九
充
●
十
弓
一

●
十
一
箕
●
十
二
女
●
正
虚
也
、
是
又
如
孔
雀
罷
説
也
、

（

齊

）

カ

チ

j

ス

j

[
_
'
日
月
集
云
、
天
帝
分
月
判
四
天
下
、
正
月
南
天
、
二
月

[
第
七
紙
]

第
八
紙

西
天
、
三
月
北
天
、
四
月
東
天
、
五
月
南
天
、
乃
至
九
月
還
至
南
天
H
J

ニ

ク

ニ

キ
ャ
｛
虐
｝
キ

9

●
日
蔵
経
云
、
怯
□
風
旺
仙
人
告
諸
天
言
、
初
置
星
宿
以

ヲ

キ

モ

ナ

サ

ク

9

昴
為
首
、
衆
星
輪
轄
、
運
＇
行
虚
空
時
、
日
天
而
作
是

子

ニ

ナ

シ

言
、
此
昴
宿
者
常
行
虚
空
、
歴
四
天
下
、
恒
作
善
事
、
飩
益

我
等
、
又
云
、
為
欲
利
益
諸
衆
、
故
安
置
昴
宿
在
衆
星
スルニ

前
、
経
歴
星
宿
、
知
昴
＇
星
可
為
先
治
竺
吐
＇
仙
言
、
月
命

諸
星
、
起
昴
終
冑
、
月
行
宿
詑
一
月
、
将
満
、
八
月
黒
初

月
，
舎
在
胃
、
如
此
次
第
輪
轄
不
息
云
t

ヲ
ス
ル
ニ
、

●
月
蔵
経
云
‘
昴
星
為
首
者
置
四
天
下
、
付
，
属
印
度
令

(
-
4
)

ヲ

モ

ト

モ

ス

ナ

リ

Ie

ヲ

護
持
也
‘
●
又
[
'
’
]
、
此
四
天
下
南
閻
浮
提
寂
為
殊
勝
、
何
以

ュ

コ

ン

ニ

シ

テ

故
、
人
勇
’
健
聡
＇
慧
、
梵
行
相
應
、
諸
佛
於
中
出
世
、
是
故

ニ

ヘ

テ

イ

ク

ス

四
大
天
王
於
此
倍
バ
ス
マ
ス
増
、
護
＇
持
養
＇
育
ム
と

●
七
曜
経
・
玄
中
録
、
以
昴
為
初
宿
ム
と

•
新
撰
宿
曜
純
云
、
首
昴
者
廿
八
宿
是
人
形
肺
也
、
昴
宿

カ
ウ
ヘ

主
首
胃
宿
主
脚
、
召
魂
之
法
依
此
而
修
ム
C

●
摩
登
伽
経
云
、
昴
主
帝
王
ら

●
橿
機
純
云
、
昴
王
天
子

t

●
有
成
暦
純
云
、
西
夷
昴
、
東
夷
箕
為
君
主
？

●
金
遺
経
云
、
昴
星

t
秋
分
之
門
為
天
地
開
梁
亨

•
年
雅
広
、
大
梁
昴
也
、
西
陸
昴
也
ぞ

C

●
陳
氏
云
、
昴
宿
直
酉
広
t

●
六
壬
式
経
云
、

以
酉
上
為
昴
星
ム
t

ヲ

ハ

テ

イ

ト

●
文
殊
経
云
、
梵
語
昴
星
名
迦
提
ム
と

セ

イ

ト

ト

モ

ニ

シ

テ

今
案
西
天
以
二
月
為
歳
首
、
常
以
二
月
春
分
、

H
月

倶

合

、

ノ

ニ

タ

ウ

ヒ

ト

シ

ク

カ

ケ

マ

サ

シ

ク

ン

テ

ッ

ノ

シ

テ

糠

奎

婁

宿

、

道

齊

景

正

月

中

氣

和

、

庶

物

漸

榮

一

シ
テ

j

ク

エ

ン

ト

セ

ス

切
噌
長
、
梵
天
歓
＇
喜
、
用
為
暦
＇
元
也
、
東
夏
西
＇
國
歳
首

ニ
ハ

ニ
ハ

皆
異
在
也
、
所
＇
謂
夏
以
建
寅
為
人
正
月
、
殷
以
建
仕
為

地
正
月
、
周
以
建
子
為
天
正
月
、
西
天
以
建
卯
為
正
月

是
也
、

以
昴
星
為
宿
首
之
義
、
若
為
天
地
ノ
開
梁
、

ニ

テ

之
上
置
四

第
九
紙
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天
下
、
付
，
属
印
度
令
護
持
、
主
帝
王
或
廿
八
宿
、
是

ャ
リ

人
形
肱
、
昴
宿
王
首
、
冑
宿
主
脚
之
故
敷
此
昴
者

チ
ニ

雖
在
西
方
七
宿
之
分
、
遇
西
天
正
月
宿
之
内
、
又
天
竺

國
須
弥
山
正
，
南
、
故
以
建
所
為
年
首
、
大
集
経
云
、
に

ニ

フ

チ

ス

ル

令
安
楽
諸
衆
生
、
故
布
＇
置
星
宿
、
各
有
分
部
定
置
、

ニ
テ

又
云
、
於
大
衆
為
従
昴
至
胃
次
第
安
置
‘
●
又
云
、
布
置
四

方
諸
宿
、
楯
護
国
士
養
育
衆
生
者
、
以
知
取
歳
宿
両

万
之
首
、
為
東
方
第
一
之
宿
、
随
其
宿
＇
次
置
富
四
門
敷
、

故
説
孔
雀
絆
之
時
、
非
在
昴
宿
之
東
乎
、
初
用
ル
コ
ト
彼
西

天
四
季
之
巡
宿
、
不
異
東
立
四
方
之
列
宿
、
是
以
大

集
経
云
、
東
方
七
宿
一
角
七
箕
●
南
方
一
井
七
診
●
西

方
一
奎
七
参
、
北
方
一
斗
七
辟
‘
如
是
置
四
方
諸
宿
、

描
護
國
士
、
養
育
衆
生
者
乎
加
之
、
妙
吉
祥
所
博
抄

云
‘
●
東
方
角
充
岱
辰
●
弓
房
心
人
衝
卯
●
尾
箕
功
豊
只
●
北
方

斗
牛
大
吉
廿
●
女
虚
危
神
后

f

●
室
辟
徴
明
亥
•
西
方
奎
婁

河
賢
●
冑
昴
畢
燐
酋
●
背
参
俯
届
●
南
方
井
鬼
↑
？

●
柳
星
張
勝
光
午
●
翼
診
太
巳

[
第
十
紙
〕

恨
圏
可
見
、
以
朱
書
者
、
雖
紐
文
定
、
順
逆
、
状
仰
不
叶
天
途
、

初
不
可
賊
‘
●
月
蔵
経
云
、
七
宿
三
曜
―
二
大
童
女
、
護
持
養
育
、

●
北
欝
単
越
閉
ぎ
●
東
弗
婆
提
箪
●
南
閤
浮
提
星
張
聰

•
西
鞘
施
尼
房
心
●
孔
雀
•
日
蔵
、
両
経
説
同
前
、

●
梵
天
純
・
半
斯
・
攘
災
決
•
玄
中
録
、
皆
角
宿
為
初
、

●
七
巻
宿
曜
純
云
、
角
為
首
者
付
属
印
度
令
護
持
也
ぐ

今
案
、
西
天
一
月
十
五
日
、
角
宿
以
二
月
為
正
月
謂
角

月
、
是
賞
唐
之
一
＿
月
、
皆
腔
白
月
十
五

H
夜
、
大
陰
在
宿

為
月
名
故
乎
、
建
卯
為
角
月
、
天
竺
國
須
弥
山
正
南
、

此
故
以
建
卯
為
年
始
、
大
唐
國
相
去
東
北
、
此
故
以
建
寅

朱
書
は
太
字
て
表
記
。
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為
歳
首
、
大
集
糾
―
ム
、
若
人
須
知
劫
初
宿
、
直
見
於
傍

通
加
於
宿
下
、
又
能
可
知
朔
望
、
直
宿
者
二
月
朔
奎
、

第
四
昴
宿
之
故
以
昴
為
首
、
二
月
望
角
、
東
方
七

宿
之
初
以
角
為
首
、
例
以
建
望
両
直
宿
之
首
、
共

置
各
東
力
第
一
之
宿
照
、
是
又
如
孔
雀
続
案
也
、

●
宿
曜
経
広
、
西
国
毎
月
分
、
為
白
黒
両
分
、
入
月
一
日
至

|
五
日
為
白
月
分
、
以
其
光
生
漸
明
白
也
、
入
月
十
六
日

至
川
日
為
黒
月
分
、
以
其
光
漸
減
暗
黒
也
、

又
云
、
黒
月
為
始
、
白
月
為
後
、
天
竺
月
元
大
小
、
亦
元
閏

月
云
c
•

西
域
記
云
、
月
盈
至
満
謂
之
白
分
、
月
期
至
晦

謂
之
黒
分
、
或
十
四
日
、
或
十
五
日
、
月
有
大
小
故
也
、
黒
削

白
後
合
為
一
月
、
又
云
、
印
度
十
二
月
川
日
、
嘗
此
正
月
十

五
日
●
又
説
、
以
印
度
吠
舎
怯
月
、
後
半
八
日
〗
汀
凸
晶
此
一
―
-

月
八
日
：

智
度
論
広
‘
佛
説
世
間
法
如
幻
菩
薩
、
能
知
星
宿
、
而
天

竺
國
者
黒
月
為
始
、
白
月
為
後
、
是
故
正
月
十
六
日
、
是

富
天
竺
國
正
月
一
日
、
又
復
二
月
十
五
日
、
是
嘗
天
竺
國

正
月
舟
日
石
‘

先

六

朔

困

七

朔

朋

八

朔

閑

九

朔

菌

t
朔
栄

t
―
朔

●
梵
天
糾
云
、
鬼
張
角
充
弓
一
箕
附
望
六
宿
管
大
陽
、

＋
朔
贔
~
碕
望
＿
朔
五
朔

之
位
宿
、
女
患
望
虚
室
畢
昴
背
用
巴
ハ
宿
管
大
陰
、
是
夏

自
十
＿
月
定
鬼
宿
至

h
月
定
箕
宿
為
冬
〒
宿

至
之
位
宿
者
、

H
八
月
定
女
宿
ギ
十
月
定
蓄
宿
為
夏
至
宿
也

初
不
依
唐
士
、
皆
依
天
竺
法
也
、

（儀）

五
行
之
□
火
中
有
水
、
と
中
有
士
、
と
中
有
水
、
こ
中
有

金
、
と
中
有
火
、
是
云
五
行
十
雑
也
、
十
五
日
已
上
有
白
月
、

又
有
黒
月
、
剋
分
相
半
、
十
六
日
已
下
有
黒
月
、
又

有
白
月
、
剋
分
相
半
、
取
集
上
下
之
白
充
於
白
月
、
之

断
取
集
上
下
之
黒
充
於
黒
月
、
之
新
色
者
光
白
也
、

以
白
分
者
充
於
十
五
日
以
前
、
白
月
中
有
黒
月
、
黒
月

是
冬
至

[第

i
―
紙
]

第
十
一
ー
紙

中
有
＇
日
月
、
一
[
'
」
日
者
尤
白
氣
巖
云
白
月
哉
、
通
夜

無
月
可
云
黒
月
、
|
六
，
日
者
無
黒
氣
登
云
黒
月
哉
、
通
夜

有
月
可
云
白
月
、
八
日
者
上
弦
夜
半
白
夜
半
黒
‘
廿
―
一
日

者
下
弦
夜
半
黒
夜
半
白
、
其
間
白
黒
之
剋
分
皆
同
、

天
竺
所
定
者
、
取
暗
分
為
下
、
取
明
分
為
上
、
通
解
―

月
而
齊
分
之
義
也
、
若
依
上
旬
下
旬
者
、
分
字
可
無

突
、
是
純
依
有
如
之
教
義
、
大
暦
為
[
9
9
]

口
閏
之
恐
僻
也
、

正
与
白
黒
両
分
也
、
口

t
下
両
分
、
天
竺
暦
中
氣
准
白

月
、
氣
准
黒
月
、
抑
西
天
C

]

二
月
之
名
者
、
非
充
十
二
宮
之

月
也
、
以
二
月
為
正
月
、
故
始
自
後
者
之
正
月
名
、
所
列
次

第
於
十
二
月
也
、
西
域
記
云
、
陰
陽
暦
運
日
月
次
舎
、

稲
謂
雖
殊
時
候
元
異
、
随
其
星
建
意
標
月

名
也
？

午

西
I

朱
書
は
太
字
で
表
記
c

了

云
弟
十
三
紙
〕
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賣―・

俯
薗
仰
天
、
可
見
如
天
文
圏
、
若
置
北
斗
於
金
輪
之
前
、
置

九
翡
於
金
輪
之
後
者
、
依
可
無
上
下
之
差
別
、
直
向
南
於
面
、

呵
之
置
敗
、
有
個
云
、
此
曼
荼
羅
者
、
寛
平
御
時
三
昧
座
主
康

済
奉
勅
、
始
以
岡
進
、
若
有
叶
佛
説
者
、
入
火
中
不
焼
、
投
火

中
不
焼
、
以
之
従
北
斗
法
之
後
、
流
布
於
世
之
本
也
者
パ
愚
書
案
者
」
「

卯

艮

弱

f
 

廣

全

婁

冑

昴

甲

緒

参

増

1
↓
 
r
-

:L 
-
J
 ．
 
角

持

午

尾

‘
 

、しJ
 

屈

多

箕

斗

羅
眼

診

ll
曜

木
星

梵
E

r,
．J 
,＇’』
"
'
9
9
9
9
9
'

普
賢
-
―

,＇‘,＇
L
 

帝
秤

蔑

牛女

張

火
星

大

H

星

卜
曜

虚

水
吊

危

柳

宰・

鬼

八
師
子
座

令
輪
佛
頂

炎
魔

k

天
神
地
祇

辟

井

金
星

叶
都

月
曜

乾

西

坤

：
•
-
井
寺
大
阿
闇
梨
慶
詐
之
弟
子
、
松
前
廿
露
寺
宿
住
泰
命

之
本
也
、
如
宿
曜
圏
、
若
置
内
院
之
佛
像
、
只
随
人
師
之
音
塚
木

敷
、
或
秘
密
記
エ
、
中
豪
憤
一
字
頂
輪
王
、
師
説
井
諸
軌
之
意

也
、
或
属
星
秘
法
中
置
佛
像
、
又
北
辰
法
中
置
―
―
―
宵
分
、
先

達
或
置
薬
師
佛
像
、
或
憤
一
字
佛
頂
、
或
置
文
殊
師
利
、
或

置
白
衣
観
音
二
し
教
大
師
置
．
字
佛
頂
、
北
斗
法
井
熾
盛

光
軌
、
以
一
字
頂
輪
王
為
其
主
之
故
也
、
十
二
天
供
時
、
中
豪

｛臀一

請
供
四
辟
明
王
、
皆
有
深
心
‘
請
供
如
此
有
勢
天
等
、
必
先
請

佛
、
可
為
中
尊
也
者
、
↑
謡
但

H
表
髯
ア
リ
]

[
第
十
四
紙
]

艮

東

骨

北

セ

火樽危tmト. "① (;'¥ ＠ 虚見. ' ' 

南

乾

西

坤

或
御
経
蔵
号
見
定
説
也

北
斗
圏
薗
城
寺
法
輪
院
之
本
也
、
又
日
月
与
羅
計
上
下
之
在
、

方
若
依
火
羅
園
、
今
所
案
置
照
、

玄
安
機
紐
云
、
辰
天
窟
者
賞
斗
星
之
柄
、
其
神
剛
強
也
、
主
殺

伐
成
、
河
魁
者
貨
斗
魁
之
首
也
、
主
死
病
ム
9

●
遁
甲
経
云
、
北
斗
七
星
領
廿
八
宿
、
一
星
主
四
宿
、
魁
起
室
、

剛
起
角
？
今
案
、
魁
起
室
者
乾
方
之
宿
主
、
貪
狼
魁
四
之
初
星
、
是

（廉）

戌
神
計
都
也
、
剛
起
角
者
巽
方
之
宿
主
、
庶
貞
拘
三
之

初
星
、
是
辰
神
羅
喉
也
、
斗
星
之
建
者
正
月
戌
時
指
貞

方
也
、
斗
魁
之
首
者
正
月
戌
時
建
戊
方
也
、
若
依
此
由
、
不

知
委
細
之
人
、
只
就
一
端
之
義
、

rC,
＇
]
[
]
置
艮
計
都
置
乾

賊
、
全
不
可
信
用
、

〔
第
十
五
紙
]
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●
日
蔵
紅
云
、
風
旺
仙
安
置
四
天
王
於
須
弥
山
四
方
毎
、
面
置
一

rし
各
、
饒
益
衆
生
、
北
毘
沙
門
、
南
毘
留
荼
倶
、
西
毘
留
博
叉
、
東

題
頭
齢
旺
、
四
方
四
維
皆
悉
擁
護
、
一
切
州
諸
渚
及
諸
城
邑
、

亦
置
鬼
神
而
守
護
之
ぷ
こ

今
案
、
此
故
所
置
廿
四
角
敷
、

艮北乾

束

1

箕

尾

心

”↓ 
4

几

角

師

f
膀
蟹

計
都

飴

巽

北
斗
ヒ
星
は
朱
畠
゜

室

月

天

雙

魚

白

羊

金

星

青

↑

陰

陽

淡

虫

日

火

人

馬

蜘

萬

木

兄

秤
鼠

小

女

羅

限

張星柳鬼

牛

同

01 

同

同

似
神
名
形

井

坤

堰
圏
已
不
知
誰
人
本
、
可
尋
註
、
内
院
菩
薩
像
等
、
若
是
北
斗

七
星
菩
薩
形
敗
、

序
蜘

女

水
早
一
〗
文
殊
師
利

土
星
＿
火
星

虚危

賓
瓶

同

同

同

同

五
面
乗
三
烏

辟

令

嬰

冑

昴

畢

背

参

西

第
十
六
紙

．
几
執
天
1

本
命
可
為
主

t
四

七

●
北
方
天

十
七

•
閻
磨
干

＋
 

●
北
斗
七
吊

●

帝

鐸

＼
 
ー

●
北
辰
天
帝

•
―
字
頂
輪
玉•

一

●
梵
天

?
＝
―
邸
命
宮
可
為
主

1-
―
 

i

、

●
西
方
天
／

本
命
神
可
為
‘
E

●
十
一
一
月
将t
上、
•II 

げ
g[
宿
閃
為
中

ヽ
ー
t
 
諸
尊
名
頭
に
朱
点
。

.
l
u
t
 

四

●
東
方
天

t
 

●
常
年
曜

L
 

●
本
命
属
星
）

●
本
命
布
ー
一

Ii 

●
南
方
天

十
九

行
疫
神

件
立
圏
、
腫
頓
異
他
説
、
是
則
義
浄
一
二
蔵
属
星
秘
法
、
井
通

途
普
従
説
、
相
加
師
博
所
圏
定
也
、
是
法
弘
房
大
僧
都
博
者
、

〔
第
十
し
紙
]

右
諸
説
圏
之
中
、
孔
雀
•
月
蔵
経
・
火
羅
圏
等
、
愚
案
之
、
趣
定

多
砒
謬
敷
仇
知
明
之
人
、
早
可
紅
直
而
已
、
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園••••• 
北北北元北
辰君天鎧極

点
・
線
は
朱
書
。

（
月
ヵ
）

北
辰
星
一
名
軸
星
、
不
輪
去
之
故
也
、
即
尊
星
是
也
、
諸
星
之
[
:
」

主
也
、
主
統
領
去
耀
起
、
検
節
序
運
序
旋
、
磯
玉
衡
之
欠
舎
、
□

士
氣
、
宣
御
口
憲
統
禍
万
口
、
左
携
龍
角
、
開
宣
陽
精
、
右
魁

参
首
、
以
成
陰
度
口
、
天
鏡
以
臨
、
覧
察
地
塊
、
而
成
理
也
、

均
点
・
線
は
朱
苫

斗
宿
也
、
主
天
王
廟
也
、

（
破
損
）

又
承
相
大
宰
位
也
、
撰
賢
進
、

南
斗

忠

普

[
汀

点
・
線
は
朱
書

（
破
損
）

北
斗
主
統
閥
玉
衡
、
運
□
神
機
、
吐
出
陰
陽
、
万
代
法
象
□
花
[

]
之
大
車
、
臨
制
四
口
、
建
成
四
時
、
均
五
行
、
達
□
物
謂
諸

｛
廿
力
）

紀
太
一
之
□
[
9
_
]
[
9
9
]

八
宿
、
殊
降
進
退
之
所
、
基
七
曜
元
精
之

所
稟
也
、
已
点
讃
又
也

輔
一
星
承
相
之
象
也
、
以
決
天
地
之
正
理
、

ニ
破
損
）

出
九
[

[
第
三
紙
裏
畠
]

[第

F
紙
裏
書
]

火
羅
圏
云

梵
天
火
羅
九
曜
及
暗
虚
二
星
神
瀾
？

今
案
、
七
曜
加
羅
計
二
星
号
九
曜
者
也
、
何
九
曜
之
外

可
在
暗
虚
二
星
哉
、

又
云
、
一
行
禅
師
修
述
、
廿
八
宿
在
天
轄
、
敷
知
人
犯
燭
之
位
、

大
唐
武
徳
元
年
起
戊
寅
、
至
咸
通
十
五
年
甲
午
、
都
得

二
百
五
十
七
年
突
、

但
一
行
唐
開
元
十
五
年
丁
卯
十
月
八
日
、
十
五
入

滅
、
自
彼
武
徳
至
丁
丁
卯
五
十
年
也
者
、
何
一
紅
，
〕

誕
生
之
前
、
可
有
修
述
此
圏
哉
、
定
有
此
由
賊
、
愚

案
恐
不
應
正
賊
、
須
賢
哲
會
繹
、
是
道
之
大
宗
、

則
人
之
要
口
乎
、

第
六
紙
裏
書

宇
多
天
皇

又
亭
子
院

[
第
十
＿
＿
祇
喪
書

寛
平
法
皇
康
済
第
八
座
主
先
法
橋
権
律
師

智
証
大
師
弟
子

師
主
光
定
大
師

※
以
下
、
第
十
七
紙
か
ら
第
―
十

JL
紙
ま
で
省
略

[
第
-
＋
九
紙
]

凰

本

本

此

書

非

門

跡

勿

範

博

深
算
人
寺
自
筆
第
二
博
本
也

文
治
四
年
正
月
廿
五
日
書
邸
功
了
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